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凛々しい辺境伯は、婚約破棄された失意の花嫁を全力で愛します
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第一章

フォートリエ領へ











「セレーナ様、ご覧になってください。ほら、見事な山脈が！　まだ雪が残っていて麓の若々しい緑の木々との色合いが素晴らしいですよ！」

　共についてきた侍女のキャロルが薄茶の瞳を輝かせ、主人であるセレーナに話しかけてきた。

「ごめんなさい。見たくないの……」

　セレーナは、釣り紐を掴み馬車の揺れに堪えながら答える。

　なにせ王都から離れていくに従って、舗装が悪くなっていく。これから入るフォートリエ領への道は数日前の雨でぬかるんだままで、馬車の車輪ばかりではなく車体まで泥まみれにしていく。

　それだけではなく上下左右に激しく揺れるので、悪路に慣れていないセレーナは吐き気でぐったりしていた。

「セレーナ様、やはり一度休憩を挟みましょう」

　背中を擦りながら心配そうにキャロルは言うが、セレーナは首を縦に振らなかった。

「いいえ……雨で到着が遅れているのよ。これ以上フォートリエ伯をお待たせするわけにはいかないわ」

　頑なに先へ進もうとする主人を見て、キャロルは小窓から御者に馬車を止めるよう言付ける。

　それからセレーナが乗る馬車を護るように足並みを揃えて騎乗している騎士に、休める場所があるか探すよう話した。

「キャロル……勝手をしないで」

「今のご自分のお顔をよくご覧になってから、私をお叱りください」

　と手鏡でセレーナの顔を見せる。

　抜けるような白い肌は真っ青を通り越してどす黒く見えるし、普段艶やかな唇まで青黒い。青い瞳には吐き気を堪えすぎて涙まで溢れている。

　さらには寝不足が続いているせいで、目の下にクマまでできていた。

「こんなお姿で、花婿であるレナルド・フォートリエ辺境伯様にお会いになるおつもりで？　もうフォートリエ領に入るんです。セレーナ様のご体調が整うまでお待ちになってくださいます」

「でも……」

「すでに天候のせいで遅れているのですから、二、三日ずれたって変わりません」

　キャロルに厳しい口調でまくし立てられて、セレーナは大人しく頷いた。

　強がってみせても、もう限界だったから。

　馬車の揺れに伴う吐き気がずっと続いて体力を消耗しているだけでなく、気力も削がれている。

　気力がないために、ここまでセレーナの体調が悪くなったと言っても過言ではない。

　これが楽しみにしていた相手との婚姻のための移動なら、セレーナだって気を張っていただろう。

　愛しい相手との生活にあれやこれやと夢を抱き、想像しながら楽しみ、馬車の揺れなど気にすることなどなかっただろう。

　セレーナはここ一ヶ月という短い期間で身の上に起きた災難に、心が折られたままに嫁ぐ。

　幼い頃からの婚約者であったオーランド・アルヴィエ第二王子との婚約解消。

　そしてすぐに――レナルド・フォートリエ辺境伯の花嫁になることを命じられたのだった。

　しかも、三ヶ月後に控えた結婚に向けての準備の真っ最中にもかかわらずだ。

　ずっと一筋にオーランドを慕っていたセレーナは、彼のために王宮でのマナーを学び、淑女教育に勤しんでいた。

　ようやく実が結び、彼との結婚生活に夢を抱きながら準備を進めてきたというのに……

　父と母に「なぜ？」と詰め寄っても「陛下のご命令」としか言わない。

　思い詰めて婚約者であったオーランドに直接会って、事の真相を問いただそうと思っても謁見できないまま。

（何か、嫌われるようなことをしたのだろうか？）

（オーランド様が、心変わりをなさったのだろうか？）

　セレーナはその二つしか思いつかなく、フォートリエ伯のもとへ嫁ぐと決まってから、泣いてはぼんやりとして過ごすという日々が続いた。

　それから十日ほどして、セレーナを心配して見舞いにきてくれた友人から、とんでもないことを聞いたのだ。

「フォートリエ辺境伯はオーランド王子の婚約者に横恋慕し、国境警備放棄を盾に強引に譲るように迫ったらしい」と。







　山脈を背にしているフォートリエ領。

　その山脈の向こうに建国しているスミュール国とは、最近和平条約を結んだばかりで油断できない。

　屈強な軍事力を持つフォートリエ家が守りに徹しているからこそ、スミュールは下手に攻撃をしてこないのだ。

「女一人差し出してそれで、国境の守りに心血注いでくれれば」

　と陛下の一存で決定したということだと。

「第二王子の婚約者であるセレーナ様を所望するために、陛下に直談判したそうよ！」

「なんて情熱的なお方なんでしょう！」

「友人は瞳を輝かせながら『セレーナ嬢を娶るためならオーランド王子との決闘も受ける』とまでおっしゃったそうよ。そこまで想われておいでで名誉なことだわ」と。

　寝耳に水、というのはこういうことだ。

　フォートリエ領の辺境伯であるレナルドにそこまで想われていたなんて、友人の口から初めて知ったからだ。

　確かに彼――レナルドと数回会ったことはある。

　それもオーランド王子の婚約者としてだ。

　幼い頃のオーランドは虚弱体質であったため、王都から離れたフォートリエ領で療養していた。そのためオーランドとレナルドは幼少時からの親友だった。

　心身共に丈夫になり、王都へ帰ってからも季節折々に手紙のやりとりもしていたようだし、年に数回は王宮で会い、会話に花を咲かせていた。

　セレーナもオーランドの婚約者として紹介され、数回ほど会話を楽しんだことがある。

　だが決してレナルドと二人きりで会うことなどなかったし、彼と会う時には必ずオーランドも一緒だった。

（……では、その頃からすでに私を？）

　セレーナを見つめる彼の瞳に、そのような意図が含まれた眼差しがあっただろうか？

　普通にただ一淑女として、親友の婚約者として自分を見つめているのだと、そう思っていた。

（だって……そんな熱い眼差しなど、向けられたことなど……ない）

　そのはずだ。

　もしかしたら――気がつかなかっただけで、そのような視線を見逃していたのだろうか？

　友人が帰った後、両親に問いつめたセレーナに父も母も「知られてしまった」というように息を吐き出し「事実だ」と告げた。

「お前はオーランド王子を好いていたから、今回のことにいろいろ納得のいかんこともあるだろう。しかしフォートリエ伯は、ご親友であられるオーランド王子に対し『決闘も致し方ない』とまでの覚悟でセレーナを欲した。その覚悟にオーランド王子は心を打たれ、お前をフォートリエ伯に譲ったのだ」

　愛より、友情を選んだ――ということだ。

　この事実にセレーナは、衝撃を受けた。

　一人の女性をめぐり一騎打ちをする。その対象が自分だというのは動揺もするし、驚くことだが――女性にとって、一度はそこまで二人の男性に情熱的に愛されたいとも思う。

　しかし、片や国の王子。そしてもう片方は国の護りの要である、フォートリエ領の若き辺境伯。

　万が一、どちらも失っては国として大きな痛手を負ってしまう。

「オーランド王子の冷静な判断の結果だ。お前にとって納得できないことかもしれんが、わかってほしい」

「セレーナ。こういう結果ですが、フォートリエ伯はそこまでして貴女を妻にと望んだのです。誇りに思っていいのですよ」

　父と母に代わる代わる説得され、セレーナは不本意ながらも頷くしかなかった。

　確かに――政略婚、家と家との繋がりのために婚姻を結ぶのは貴族社会では当たり前のことで、セレーナだって一貴族令嬢としてその覚悟はできていると思っていた。

　しかし、それだけではない感情をオーランドに対し持っていたセレーナには、簡単に納得できるものではなかったのだ。

　しかしどう抗おうとも決定は決定だ。小娘一人、抵抗したってどうにもならない。

　こうしてセレーナは『オーランド王子への輿入れ準備』から『フォートリエ辺境伯へ輿入れ準備』に否応なく変えられて、予定通り花嫁となるために出立したのだ。





＊　＊　＊






　この先に休憩できる場所があると騎士が報告にやってきたので、そこまで進んで休憩を取ることにした。

　大して時間もかからずその場所に着き、馬車が止まる。

　それだけでも、セレーナの胃からこみ上げてくる不快感が治まってホッとする。

　前後の馬車に乗っていた侍女達に従者達が、荷物から野点の道具を取り出しちょうど良い木陰のある場所に設置してくれた。

　従者の手を取り馬車から降りると、緑したたる春の山からの空気に身体が楽になった気がする。

　ずっと馬車に乗っていた影響か、まだ身体が揺れている感じもするが、それでも地に足をついて歩く感覚が嬉しい。

　設置してもらった椅子よりも、地に直に敷いてもらった亜麻布生地に座る。

　自然に近い場所に身体を預けた方が、酔いも早く治まりそうな気がしたのだ。

「まだこちらの草花は若いのね。色も生まれたての若葉色だわ」

「セレーナ様、横になられたらいかがでしょう？　その方がお身体が楽かと」

　人の手の入っていない小さな草原を物珍しく目を彷徨わせているセレーナに、キャロルは安心したのか優しい声音で促す。

「でも……」

　いくら体調が優れなくても、もう成人を済ませたいい大人だ。

　それにこの場にいるのは同性だけではなく、男性だっている。その中で横になるのは淑女として嗜みに欠ける。

「平気ですよ。そのために――こうして、木陰に生地を吊したのですから」

　設置してくれた木立に紐を掛け、そこに生地を垂らし天蓋を作ってくれていた。

「キャロルの先を読む気遣いには、いつも驚かされるわ」

「何年セレーナ様にお仕えしているとお思いですか？」

　ふふ、と互いに笑い合う。

　ようやく笑みが出たセレーナにキャロルは、ますます安堵したらしい。

　即席で作った天蓋を広げ、セレーナを周囲の目から隠す。

「さあ、少しお身体をお休めください。お食事もろくにとっていないのです。休んだらセレーナ様のお好きな果物を使った、胃に優しい食事でも召し上がれるようにしておきます」

「ありがとう……キャロル」

「いいえ」とキャロルは横になったセレーナにショールをかけ、簡易の天蓋から出ていった。

　人の目から逃れて、セレーナは外に聞こえないようそっと息を吐き出す。

　ようやく「早くフォートリエ伯に会わなくては」という思いに囚われていたことに気づく。

　とにかく一刻も早く会い、事の真相を本人の口から聞きたかったのだ。

（友人に簡単に譲ってしまう程度の存在で、オーランド様に想われていなかった）

（今まで受けてきた教育はなんだったのか）

　という絶望が身体を打ち、同時、怒りも湧き上がる。

　それはフォートリエ伯――レナルドに対してだ。

（友人だからと脅迫まがいの台詞を吐き、奪うなんて卑怯ではないかしら？）

　言いたいことが山ほどある。

　オーランドにも聞きたかったが、彼との謁見は最後の最後まで叶わなかった。

　その分、レナルドに怒りが集中してしまう。怒りに任せて今までやってきたのだ。

　そしてこの怒りを、疑問とともにぶつけるつもりだった。

　だからこそ自分の体調も考えずに、こうして無茶を承知で強行に馬車を進めてきた。

（……レナルド……様）

　プラチナブロンドの髪を無造作に掻き上げ、風に任せて颯爽と歩く姿を思い出す。

（若くして領地を受け継いだお方だけあって、さすがに堂々としておいでだわ）

　と感想を抱いた。

　少し楽になったせいか、彼の容姿を思い出す。

　いかにも気品ある優しげな顔立ちのオーランド王子と対照的で、凛々しく上がった眉に、どこか冷たさを感じる灰色の瞳。

　高い鼻梁は誇りの高さを、締まった薄めの唇は、意志の強さを表しているように思えた。

　そして、年に数回出席する夜会や舞踏会など催しに参上するたびに、女性達が騒いでいたことも。

　特にオーランドと二人で並ぶと、あからさまに周囲からため息が漏れるほどだった。

　オーランドも負けじと女性を惹き付ける容姿だから。

（……ああ、そうね……。この話が宮廷で盛り上がるのは当たり前ね）

　友人達はきっと、見舞いと称して詳しく聞きにきたのだろうが、当てが外れたのだろう。

　宮廷内ではどう言われているのだろう――嫉妬で悪いように話されているのか。それとも、羨望の対象として話されているのか。

（もう、どうでもいいわ……。だって、こうして辺境の土地にお嫁に行くのだもの……）

　これからは宮廷に参上するのも、年に数回あるかないか。

　――だったら、もう一度だけでもオーランド様にお会いしたかった。

　やるせない思いでさんざん泣いたのに、まだ涙は涸れていないなんて。

　瞳から溢れた涙をそっと指で拭っていくうちに、強行で進めていった旅の疲れか、セレーナは深い眠りについた。
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　騒がしい……？

　セレーナは天蓋の外が、やけにうるさくて目が覚めた。

　と言っても、うるさい声を上げているのはキャロルだけだが。

　それでも彼女がここまで焦って声を荒げるのは珍しい。

「お待ちを……！　どうかお待ちください！　セレーナ様はここしばらくの強行の旅路で、体調を崩しておいでなのです！」

「だから俺が直に迎えにきたのだ」

「それでも少々お待ちになってください！　今セレーナ様を起こしますから……！　寝ている女性を覗こうなんて……！」

　――えっ？

　自分が寝ているところを見ようとしている？

　誰が？

　身体が警鐘を鳴らしている。まだ覚めない頭で懸命に身体を起こす。

「……あっ」

　急に身体を起こしたせいで目眩が起こった。

　目を瞑り目眩を抑えていたら――キャロルが引き止める声と共にカーテンが上がる。

「体調はどうだ？」

　気を遣っていると思しき男性の優しい声音だが、セレーナは恥ずかしさと目眩でまた身体を倒してしまう。

「セレーナ様……！　大丈夫ですか？」

　キャロルが男性を押し退けてセレーナの傍に寄る。

「レナルド様、天蓋の外でお待ちを！」

　キャロルがレナルドと呼んだ男性を厳しく諫めるが、彼は肩を竦めるだけで天蓋から出ようとしない。

「……今、目眩を起こしてしまって……しばらくお待ちになって……レナルド様……」

「わかった。後は俺が介抱しよう君は外で待つように」

　――いえ、だから。外で待つのは貴方。

　と言いたいが、セレーナはそこまで言い返す気力が起きずにいた。

「セレーナ様に、決して無礼な真似はなさらないでください」

　憮然と言い放ち、キャロルは天蓋から出ていった。

「やれやれ。貴女の侍女はなかなか怖いもの知らずのようだ」

「……貴方の正体がわからなかったら、キャロルは死んでも私から離れず守ろうとしてくれるでしょう。貴方が何者か承知だからこそ、離れたんです」

　男性の、キャロルへの批判にセレーナはかばう。

　目眩で瞳を閉じているが、低めの落ち着いた声には聞き覚えがある。

　セレーナは揺らぐ心を必死に抑えながら彼――レナルド・フォートリエに苦言を申し立てる。

「まだ嫁入り前です。こんな見苦しい姿をいつまでも見られたくはありません……どうか一度、天蓋からお出になって……」

「これから夫婦になる。気遣いは無用では？　それに奥方になろうとする貴女の具合が悪いと言われては、見過ごすわけにはいかないな」

　意地でも出ていかないつもりだ。セレーナは苛立ちを抑えられず目を開け、目の前にいるレナルドを睨みつける。

　が、まだ目眩が治まっておらず、視界が回転して気持ち悪くなり再び目を閉じた。

「……ぅ」

「これを飲むといい」

　首に逞しい腕が差し入れられ、ゆっくりと身体を起こされる。レナルドに寄りかかった体勢にされてセレーナは硬直したが彼はおかまいなしだ。

　小さなカップが口に当てられ、「飲みなさい」と言われる。

　低く優しい口調に流され口に含むと、辛みのある風味が広がった。

「すり下ろしたジンジャーが入った蜂蜜酒だ」

　それから、とセレーナの耳元の髪を掻き上げてくる。

「いったい何を……！」

「目眩には耳あたりをマッサージすると良い。――このように」

　耳朶を包む温もりはレナルドの大きな手だ。まるで小動物でも撫でるように触れ、揉み、また軽く指で押される。

「痛くはないか？」

「……は、はい」

　今、レナルドに身体を預けマッサージを受けている。

　奇妙な感覚だった。

「迎えにきた」と、いきなりやってきて、いくら体調を崩したからと、こんな馴れ馴れしくしてくるレナルドがちっとも嫌ではないなんて。

　彼の体温が気持ちいいからなのだろうか？

　通常の人より、体温が高めのような気がする。といっても、比べる対象が身内だけだが。

「――どうだ？　目を開けてごらん」

　そう言われ、おそるおそる目を開ける。

　すると近い位置にレナルドの顔があり、セレーナは驚いて彼から離れようと身体を揺らした。

「急に動いたらまた、目眩を起こすやもしれん。無理はするな」

　と、またも強引に身体を引き寄せられてしまう。

「あ、あの……お陰様で目眩や吐き気は治まりましたから……もう、お離しになって」

「いや、まだ安静にしていなさい。俺が抱いて城まで連れていこう」

「――えっ？」

　問答無用と言うように、レナルドはセレーナを抱き上げると天蓋から出る。

　外ではキャロルやレナルドの部下らしき者が見守っていたらしく、一斉に注目を浴びてしまう。

「俺も馬車に同乗する。まだしばらくは道の状態がよくないからな。俺の馬は任せた」

　側近と思われる青年に告げて、レナルドはセレーナを抱き上げたまま馬車へ向かっていく。

　キャロルは一瞬ポカンと二人の様子を見ていたが、我に返り慌てて後をついていった。

「レ、レナルド様。もう大丈夫ですから……！　降ろしてください！」

「恥ずかしがることはない。本当にしばらくは悪路が続く。また馬車酔いをするぞ？」

「貴方と一緒に乗ったところで、酔いがなくなるとは思いません！」

　それどころか緊張ばかりで余計に酔いそうだわ、とレナルドの顔を覗き見る。

　こんな間近で血縁でない青年を見るなんて、セレーナは初めてだ。

　それも――王宮で騒がれるほどの端正な顔立ちを。

　フォートリエ領は日照時間が短いせいか、色白で痩身な者が多いと言われる。レナルドも例に漏れず色白なほうだ。けれど単に痩身と言うより逞しさを感じさせる。

　落ちないよう慌てて彼の肩に腕を回したが、その肩幅の広さに繋がる首の太さは鍛えてきた証明といえる。

　整った顔立ちに、精悍な男らしさをも備えている。

　そんな彼に抱き上げられセレーナは改めて今、自分の姿が恥ずかしくなった。

　具合を悪くして顔色も最悪だし、髪も服装も乱れている。

（もっと整った状態で会いたかった……）

　心の中でぼやいて、ハッとした。

　望んで彼に嫁ぐのではないのに、彼に会った途端に浮かれた感情が出ている。

　何故なにゆえ、オーランドから無理矢理奪うような真似をしたのか――まずそれを聞き出すために勇んで来たのではないか。

　つらつらと思い、ここで聞き出してもいいだろう、と決心した時だ。

　従者によって馬車の扉が開けられ、中へ入る。

　てっきり椅子に降ろしてもらえると思ったのに――抱き上げられたままレナルドの膝の上に降ろされてしまった。

「レ、レナルド様……!?　こ、これはいったいどういうことなんです！」

「こうしたほうが、直に衝撃がこなくて揺れが軽減する」

「だ、大丈夫です！　もう大丈夫ですから！　降ろしてください！」

「今までよりは良いだけで、まだ貴女の体調は万全ではないよ？　ここは甘えていいところだ」

　確かに先ほどよりはマシと言うだけで、まだ胸焼けはするし身体がグラグラしている。

　けれど、『王子の花嫁』になるべく教育されてきた身とすれば不名誉に思える。

　自分はそう教育を受けてきた。それは誇りなのだ。

（たとえ、王族の一員になれなかったとしても、それだけの教育を受けてきたのだから……）

　けれどレナルドには、どうでもいいことなのだろう。

　まだ妻にもなっていないのに「甘えろ」と言うなんて。

　思わず大きくため息を吐き出してしまう。

「はは、呆れたか？」

「……強引さに呆れました」

「こうして悪路に慣れている者の膝に乗るのは有効な手段だし、それにセレーナ、君は身体が冷えすぎだ。王都ではその服装で十分だろうが、フォートリエではもう少し厚手の服装の方がいい」

　そう言いながらショールを肩からかけてくれる。

　まるで折れそうな花でも扱うような動作に、セレーナは別の動悸に襲われた。

（い、嫌だわ……私ったら。どうしてときめくの？）

　恥ずかしさにショールをたぐり寄せモジモジしているセレーナを、レナルドがずっと見つめている。

　その視線にこそばゆさまで感じてしまう。

「出立の準備が整いました」

　外から騎士が声をかけてくる。

「キャロルは？」

　同乗してくるはずの彼女が入ってこない。

「彼女には遠慮してもらった。後ろの馬車に乗っているのではないかな？」

　――じゃあ、この空間には私とレナルド様の二人きり？

「わ、私……家族以外の異性と二人きりになったことはないのです……！」

　驚いてレナルドを見上げると、彼は笑顔で答える。

「そうか、では慣れるのにちょうどいいだろう」

「……っ」

　近くで破顔され、その表情があまりにも眩しい。

　セレーナは顔が熱くなるのを感じ、悟られないように俯く。

　ガタン、と一つ大きく揺れ、馬車が動き始めた。

　しばらく互いに口を利かず、静寂した空気が漂う。

「……確かに、揺れがましになりました」

「俺はこの道に慣れているから、揺れの逃し方を身体が覚えているんだ。貴女もいずれ慣れよう」

「それより、この悪路を直すという案はないのでしょうか？」

　この道がフォートリエ領への一番の安定した道路だと聞いて、セレーナは目を丸くしたものだ。

「これでも他の領地へ行く道の中では良い方だぞ？　なにせオーランド王子が療養地へと向かうために拓かれた道だ」

「……そうですか」

「雨が降ってこのありさまだが、普段はもっと揺れが少ないはずだ。――まあ、王都暮らしの貴女の意見ももっともだろう。善処しよう」

「お願いします――あの……」

　セレーナは二人きりの今、一番問い詰めたかったことを聞く一番良い機会ではないか？　と思い立ち、レナルドに声をかける。

「何か？」

「不思議なのです。何故、レナルド様が私を欲したのか」

「……そうだろうね」

「私はレナルド様のご親友でもあるオーランド様の婚約者でした。もうすぐ輿入れのはずで、その準備に追われていました。……なのに突然婚約を解消され、すぐに貴方様との婚姻を結ぶように陛下に命じられて……。私には事の次第も理由も何も聞かされないままでした。私が欲しいがためにレナルド様がオーランド様に決闘まで申し込んだというのも後から、しかも人伝に聞いたんです――なぜなんです？　どうして？　私、レナルド様を勘違いさせるような態度を取りました？　それとも、何か理由があるのですか？　納得できません、できるものですか！」

　聞きたかった事を聞けるという今、感情を抑えきれず、セレーナは声を荒げた。

「――セレーナ、落ち着いた方が」

「落ち着いていられるものですか!?　どうして落ち着けと言うの？」

　ガタン、とまた大きく馬車が揺れてセレーナの身体がぐらつく。

「きゃっ……！」

　レナルドの膝の上から体勢を崩したセレーナは、背中から倒れそうになる。

　それを力強く胸に引き寄せてくれたのはレナルド。

「興奮して俺から身体を離すからだ。まだ悪路は続くと言っただろう？」

　いつの間にか上半身を離していたのか――セレーナはあまりに驚きすぎてバクバク打つ心の臓に手を当てる。

「申し訳ありません……」

　肩を撫でられハッとする。

　そういえば自分の体勢は今、彼の胸に抱かれている状態ではないか？

「もう大丈夫ですから……」

　と彼の胸から顔を起こしたが、強引に戻されてセレーナは困惑した。

「身体も冷えているし、調子も万全ではない。貴女はこうして押さえていないと、小鳥のように容易く飛んでいってしまうとわかったからね。懐くまでこうさせてもらおう」

「――わ、私、そんなはねっ返りな娘では……っ」

「お転婆とは思っていないさ。けれど、城に着くまでは大人しくしてもらいたい。具合が悪いのにこうして暴れられては――ね」

「もう、興奮したりしません」

　レナルドがセレーナの体調を気にしているのはわかる。

　だから激情に任せて口を開いたことを、セレーナは素直に反省した。

　それでもせっかく尋ねたことがうやむやにされてしまって、セレーナは内心モヤモヤしていた。







「――フォートリエ領に入るぞ」

　ゆっくりと馬車が止まる。領地に入る前の検問だろう。

　レナルドの騎士とセレーナのバルティア家の騎士、両方がいるおかげか、すんなり入ることができたらしい。そう時間もかからずに動きだした。

「もうそんな揺れはないと思うが……着くまでこうしているか？」

「い、いいえ。もう大丈夫です。お気遣い無用です」

　セレーナはそそくさとレナルドの膝から降りると、対面に座り直す。

　そうして乱れた髪や服装を直した。

　そんな様子をレナルドは、顎に手を当てておかしそうに見つめてくる。

（そんなに私の姿……おかしいかしら）

「レナルド様、城に入る前にドレスを整えたいのです。途中でキャロルを呼んでもかまいませんか？」

「いいだろう」とレナルドが頷く。

「ありがとうございます」

　セレーナが礼を述べた後、また間が空く。

　レナルドが馬車の窓から外を眺め始めたので、セレーナも気まずい間を誤魔化すよう一緒に外を眺める。

　広い田園風景だ。平和な。

　まだ短い丈の緑の農作物の間から、黒々とした栄養豊かそうな土が見えている。

「悪路にするやっかいな雨でも、こうして農作物の恵みになってくれる。今回の雨は季節に従って降る順雨で、まともな季節の運びだ。雨が降るたびに季節が進んでいく。こういった雨は豊作の兆しなのさ」

「捉え方の違いで、良い方に取れるということ……ですよね」

「私にも良い体験だった。なにせ早くから花嫁を膝の上に乗せられたのだから」

「……っ!?　おからかいにならないで！」

「酔うわ目眩を起こすわ、しまいには膝だっこされるわで、貴女にはとんでもない経験だったろうが――これだけは知っていてほしい」

　灰色の瞳がセレーナを捕らえる。

　口角を上げて微かに笑っているレナルドは一見、穏和だ。

　けれど瞳だけは情熱を含んでいるようで、その熱でセレーナの身体が熱くなっていく気がする。

「セレーナ、貴女を愛している。貴女の幸せを望んでいる、だからこそ、俺は貴女を欲した」

「……では、『決闘』の件も……？」

「ああ。オーランドが拒否したら、決闘も致し方ないと思ったことも本当だ」

　真実だった。

　本人から聞いてセレーナはかえってどう答えていいのかわからなくなり、レナルドを見つめる。

　目を逸らせなかった。

　威嚇とは違う眼差し。それはオーランドから向けられていた視線とは違う。

　怖いとは感じない。けれどどう返していいのかセレーナにはわからない熱視。

　冷たい灰色の瞳なのに、そこに赤い色が見え刺すように燃えている。

　その熱に煽られて胸がジリ、と焦げ付きそうだ。

　――どうしてそこまで私を愛しているの？

　その迫力に彼に対する最大の問いを、セレーナは言葉として吐き出すことができなかった。
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　フォートリエの城塞の背は高く、また堅固に見えた。

　しばしば戦を仕掛けてきたスミュールと、隣り合わせの領地だ。これだけ高く広範囲に建築するのは自然だろう。

　もっと開放的な城を想像していたセレーナは、少々ガッカリする。

　よく考えてみればそうだろう。スミュールとは数年前に国家間の関係が劣悪となり、過去最大の戦となった。

　国力の差かスミュール側が戦の続行不可能となり、和平を提示してきたのだ。

　和平の際にアルヴィエ国はスミュール現国王と王太子の王位剥奪、アルヴィエ国で監禁。さらに穏健派で争いを好まないという第二王子を王位に就かせることを要求。

　無茶な要求だと思われたが、スミュールはあっさりと呑んだ。

　どうやら、スミュール国王の強硬な指示で度々起こしていたアルヴィエ国への奇襲のせいで、財政がかなり逼迫していたようだ。

　もともと政治への不満が溜まりに溜まって、重鎮達は第二王子を国王の座に就かせようと裏で動いていたらしい。

　こんな話を耳にした。

「おのれ！　フォートリエがいなければアルヴィエなど取るに足りぬというのに……！」

　と退位させられたスミュール国王が、恨み言を放ったという。

　だが、フォートリエも打撃を被ったはず。

　その戦で、前領主であったレナルドの父が亡くなったのだから。

　そして彼が領主となってフォートリエを継ぎ――それから三年。

（三年経って、城は？　町は？　まだ傷跡を残しているのかしら？）

　農地の状態は悪くなかったように見える。と言っても都会育ちのセレーナにとって、正直よくわからない。

　けれどこれから入る城下町なら、自分もある程度見極めることができるだろう。

　城下町に入る前にキャロルを呼び、車内で身支度を整えた。

　レナルドがその時は一度外へ出てくれてホッとした。さすがに衣装や髪を整えているところをジロジロと見られたくはない。

　整ったところでキャロルが、外で待つレナルドに告げた。

　また馬車に乗り込んできたところを見るに、馬で先導する気はまったくないようだ。

（嫌っているわけではないけれど……）

　自分自身、彼の花嫁になることにまだ踏ん切りがつかない故の悪あがきだともわかっている。

　だからレナルドが対面に座ってきても、グッと堪えた。

　目が合うとふっ、と灰色の瞳を細めて笑いかけてくる。

　それにいちいち胸の鼓動がうるさくなるのを、彼に気づいてほしくない。

　オーランドを慕っていたはずなのに、こんなに短い時間でレナルドに惹かれ始めているなんて考えたくもない。

　それなのに、どうしてもレナルドの笑みに身体が逆らえず、冷たい態度が取れない。ただどうしていいかわからず俯くだけだった。







　フォートリエの城塞門からセレーナが乗る馬車が入っていく。自由に出入りできる時間帯のため、門は開け放たれている。

　不安に襲われながら、セレーナは、車窓からじっと外を眺めた。

　セレーナは城下町を見て、ホッと胸を撫で下ろす。戦の傷跡もなく町は機能している。

　そんな様子をレナルドはずっと見ていたのだ。その視線に気づき、セレーナは口角を下げる。

「……町の様子を気にしてはいけませんか？」

「いや。町の様子は気に入ってもらえたかな？」

「賑やかでいいと思います。フォートリエにやってくる品は、スミュールからが多いのでしょうか？」

「今はな。以前は、王都からの物資の方が多かった。現スミュール国王の代になってからは、フォートリエにやってくる物資が華やかになった。城に入ったらスミュール産の毛皮や帽子など見せよう。珍しい動物の毛皮がある」

　スミュール産の毛皮は一級品だと聞いている。セレーナも侯爵家で裕福な家庭で育ったが、スミュール産の毛皮は入手困難な品で触れたことはない。

「あと、白樺細工や陶磁器が美しい」

「見てみたいです」

「ああ、これからはいくらでも見る機会がある」

　レナルドの言葉の意味に、セレーナは頬を染め俯く。

（これから……）

　そうだ、これからは彼の妻となるのだ。

（……どうしよう）

　突然結婚相手が変わったセレーナには、彼との生活が想像できない。

　沈黙が気まずくなり、セレーナは外に視線をやった。

「――あら？　賑やかね」

　何だか、乗っている馬車周辺が騒がしい。

「顔を出してみるといい」

　レナルドに言われ、セレーナが車窓からおそるおそる顔を出すと「あっ」と声を上げた。

　馬車を取り囲むように民達が歩いているからだ。

「町中を華やかな馬車や、たくさんの荷物を積んだ荷馬車に駄荷が通るのだ。当然、注目を浴びる」

　とレナルド。

「レナルド様の花嫁が到着されたぞ！」

「ようやく花嫁さんが来たんだね！」

「セレーナ様！」

　口々に言い花を撒いて、馬車に寄ってくる。

　民の歓迎ぶりにセレーナは驚き、青い眼が開きっぱなしになってしまった。

「皆、貴女がくるのを待ちわびていた。手を振ってやってくれ、喜んでくれる」

「えっ……ええ……」

　レナルドに言われセレーナがそっと外の民に向かって手を振ると、わっと歓声の声が上がった。

　セレーナとレナルドの乗る馬車を追いかけてきて、そこだけ混雑している状態だ。

　――こんなにも私が来たのを喜んでくれるの？

　感激してセレーナは涙ぐんでしまう。

　今までのいろいろな不安が一気に解消してしまった気分だ。

　そのおかげか、体調もよくなった気がする。

「ありがとう……皆さん」

　セレーナは涙を拭いながら懸命に手を振り続けた。







　予想しなかった歓迎に夢心地だったが、城内に入ると目の前の現実に落ち着いてくる。

　民達もまた城で仕える者達も、セレーナを歓迎してくれている。

　セレーナ用にと通された個室も、贅を尽くしたものだ。

　優美な線を描く家具はワックスで丁寧に磨かれており、どれも一流の職人の手で作られたものだとわかる。

　寝台を覆う天蓋やシーツ等の生地は王都から取り寄せたものと、おそらくスミュール産のものだろう。

　床には白豹の毛皮が敷かれていた。

　王都に比べ気温が低いせいか、城内はひんやりしていた。

　それなのに、セレーナの部屋は暖炉に火をくべていてくれたおかげで、暖かくて過ごしやすい。

「セレーナ様、ようこそおいでくださいました」

　年嵩の女性と若い女性二人、そして若者が一人――畏まって頭を垂らしている。

　年嵩の女性が一歩前に出て、自己紹介を始めた。

「カリスタ、と申します。そして私のすぐ横にいるのはケイシー、そしてエリン。セレーナ様の護衛を務めますジャック」

「よろしくお願いします」

　四人また一斉に頭を垂らす。

「こちらこそ、まだ右も左もわかりません。いろいろとお話ししてくれるかしら。これからよろしくね」

　そしてキャロルを紹介したところで、カリスタが、

「では、しばらくキャロルをお借りしてもよろしいでしょうか？　着いた早々ではありますが、いろいろ確認したい旨がございますので」

　と言ってきた。

　着いていきなりで少々不安があるが、これから城内の中や仕える者達のしきたり、そして主人である自分のことを把握したいのだろう。

　それは仕方のないことだと、セレーナは「わかりました」と快く返事をした。

「ご用の際にはこのベルをお鳴らしください」とカリスタが教えてくれた。

「では、行ってまいります」

　キャロルは心得たと言わんばかりにセレーナに腰を屈め、カリスタ達の後ろをついていった。

　扉が閉まりセレーナはこの広い部屋に一人っきりになり、気が抜けたように傍に設置されている長椅子に座り込む。

　ここまでの間、いつでも人の目があって落ち着く暇もなかった。

　キャロルは長く仕えてくれていて別格だが、フォートリエに来るまでの道程では自分専用の個室など与えられる環境ではなかったから、気が抜けなかった。

（そう言えば、休憩の時もいきなりレナルド様が入ってきて途中で起こされたわね）

　思い出したら眠くなってきた。

　たぶん、この部屋が暖かくて過ごしやすいせいもあるのだろう。

（どうして私、そんなに怒らなかったのかしら……？　ああ、具合悪かったからだったわ）

　――普段だったらあんなことされたら、烈火のごとく怒って追い出していたのに。

（今度あんなことしたら……）

　眠さに勝てず、そこまででセレーナの意識は途切れた。







（えっ……？）

　身体が揺れている。

　けれど瞼が重たくて開かない。身体も鉛のように動かない。

「楽な格好で寝かせてやってくれ」

　誰かに命じる男性の声に聞き覚えがある。

　――レナルド様。

　また、してやられた。目覚めようとしてもぴくぴくと痙攣するだけで、すぐに瞼は落ちてしまう。

「では頼む」

　レナルドはセレーナの額を撫でて、それから離れていく。

　その手つきが優しくて、ホッとしてしまって――セレーナはまた深く意識を閉ざした。
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　目がはっきりと開いたのは、次の日の昼過ぎであった。

　カリスタとキャロルが揃って寝台へやってきて、天蓋の幕を開ける。

　会話をしてそこでずいぶん長いこと寝ていたのだと知り、顔を青くした。

「私、初めからなんて失敗を……！」

　初日から疲れて寝入ってしまうなんて、周囲から体力のない花嫁だとガッカリされてしまったかもしれない。

「レナルド様は？　昨日ここまで運んだのは彼なんでしょう？」

　その記憶は朧気ながらある。

「はい、左様です。レナルド様は今、領地内の視察に回っている最中ですので、夕方のお帰りになるかと」

　とカリスタ。

「起こしてくれてよかったのに……」

　セレーナは、つい恨み言を言ってしまう。

「いえ、レナルド様の指示なんです。『途中の長雨で足止めされて、それからかなり無理して進んできたらしい。体調も崩してしまったそうだからそっと寝かせてやってくれ』と」

　キャロルがセレーナの身体を案じるように、肩にショールをかけてくれる。

「そう……」

　今はレナルドも城にいないとのことだし、ここで焦っても仕方ないのかもしれない。

「夕食には、ご一緒しますと伝えて」

「かしこまりました」

　カリスタに伝え、それからベッドの上で食事をとる。

　夢さえも見ずにぐっすりと眠れたおかげか、胃のむかつきも目眩もきれいになくなっていた。

　パン粥と果物を食べると、腹の底から活力が湧いてくる。

「夕食前に身体を清めたいから、お風呂の準備をお願い」とカリスタに頼むと、ベッドから出た。

「城内を案内してくれるかしら？　レナルド様が帰ってくるまでに少しは把握しておきたいから」

「では、すぐにお支度の準備をしてまいります」

　カリスタが嬉しそうに下がった。

　おそらく、レナルドとの事情を知っているのだろう。

　セレーナは無理矢理婚約破棄をさせられて、強引に花嫁としてここに連れてこられたことを。

　どれほどの者がそんな事情を知っているかは知らないが、だからと言ってメソメソといつまでも部屋に引きこもってもいられないだろう。

　彼の花嫁になることはもう決定事項で、このフォートリエまで来たのだ。

　それは自分の中で消化している。

　けれど、どうしても納得できないのは、「何故、親友オーランドの婚約者を、脅迫紛いに奪ったのか？」だ。

　昨日、車中で少し話してくれたが、セレーナの納得できる説明ではなかった。

　それもオーランドに輿入れする、少し前になってからだ。

　数回しか会ったことのないレナルドに横恋慕されたとは思ってない。

　彼は冷静で見つめる瞳は親愛しかなかった気がするからだ。

　それなのに。

（突然、強引な態度を取るようになるし、私に恋をしているような眼差しを向けるし……）

　訳がわからない。

　レナルドが何を考えているのかセレーナには考えつかないが、彼の花嫁となってこのフォートリエで生きるということは決定で、拒否をする気はない。

　いや、自分の意思ではどうにもできないことで、貴族の娘としての覚悟はとうにできている。

　カリスタとキャロルに手伝ってもらい着替えると、城内と外を案内してもらった。







　中庭に入ると、そこには小さな花畑とガゼボがあった。

「もう少し暖かくなれば、周囲の木々達も花が咲き夏になれば実がなります。奥に行けば小さな清流もございますので、ここだけでも十分楽しめます。あと少しのご辛抱ですよ」

「まあ、楽しみだわ」

　夏になった中庭を想像して、セレーナは頬を緩めた。

　果実の香りが夏の爽やかな風に運ばれ、鼻孔をくすぐるだろう。

　夏にはもっと緑が増え、色とりどりの野生の花が咲き乱れるだろう。

　そこには――

　そこまで想像して、セレーナは表情をこわばらせた。

「……ここはもう大分以前に造られた場所では？　たとえばオーランド王子がまだここで療養していた頃に……」

「はい、左様です」

　セレーナの問いにカリスタの返事も硬い。

「ここでオーランド様とレナルド様は、幼少を共にお過ごしになったのね……」

　ガゼボの中に入り、石造りの椅子に座る。

　まだ冷たい空気を吸い込んだ椅子はヒヤリとしているのに、どうしてか彼らの幼い頃を想像すると柔らかな温かさを感じる。

「小さい頃から、仲がよろしかったのかしら？」

「はい。それはとても……。性格は真逆と言っていいのに、年齢が同じということもあったのでしょう。喧嘩などもなく、仲睦まじく暮らしておいででした」

「そう……」

（なのに――その婚約者の私を……）

「レナルド様がお帰りになりましたら、当時のことをお聞きになったらいかがでしょう？　きっとお話ししてくださいましょう」

「……そうね、そうします」

　そう言うとセレーナは、カリスタに作った笑みを見せた。







　それから湯浴みを済ませ、厚めの生地の衣装に着替えた。

　山の麓の領地で気温に差があると聞いていたので、厚手の衣装も少し持ってきていたのだ。

「王都と、どのくらい気温に差があるのかしら？」

「ここは王都より一ヶ月ほど遅れて春が来ますが、夜との寒暖差は王都より激しいので、一年中羽織る物が必要です。それから冬の時期が長く寒いので、王都で過ごされていた時よりも、もっと厚手の衣装が必要かと」

「そう……」

　体調管理に十分気をつけなければ、とつらつら考えながら部屋に運ばれていた荷物の整理を始める。

　キャロルと新しく侍女に加わったケイシーとエリンの三人と長持ちを開けて、中から衣装や装飾品を出す。

　日常愛用していたティーセットやお気に入りのハーブティー。

　それから日持ちする王都の菓子や酒に、生地や裁縫に遣う小物類。

　厳選して持ってきたつもりだったが、広げたら部屋いっぱいになった。

「セレーナ様、薄手の衣装はまだ長持ちにしまっておきましょうか？」

「そうね。生地を持ってきてよかったわ。今から寒い時期に向けて衣装を仕立ててもらいましょう」

　キャロルに言われそう答えながら、セレーナも普段使用する小物類の整頓を始める。

　ケイシーとエリンは瞳をきらきらさせながら、王都から持ってきた品物を手に取ってはセレーナやキャロルに指示を仰ぐ。

　二人の興味は二手に分かれていて、ケイシーは生地や装飾品、化粧品などに、エリンは菓子やハーブティーの茶葉に感嘆していた。

「生地は私が衣装を仕立てる分以外は、城の皆に分けるつもりですから。お菓子やお酒もそうするつもりよ」

　と言うと、二人は声を上げられないほど喜んでくれた。

　もともとそのつもりで持ってきたのだ。城の皆が喜んでくれればセレーナはそれでいい。

　そんな中、カリスタが部屋に入ってきた。

「セレーナ様、レナルド様がご帰城なさいました」

「――あ、出迎えないと……」と立ち上がるも彼女に制される。

「いえ、『手が離せないだろうから夕食時に会おう』との言付けです。今から一刻後に食堂へお召しくださいとも」

「わかりました。では時間間近になったら教えてね」

「はい」とカリスタは恭しく腰を屈めると部屋から出ていった。
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　カリスタがセレーナを呼びにきた時間は、約束より早いものだった。

　そして湯浴みで着替えたドレスよりも、さらに華やかなものに変えられる。髪もたくさん編み込んでいく。

　そんなに畏まった場なのか？　とセレーナに緊張が走る。

　レナルドの情報として事前に聞いているのは、母親は少年時に病で亡くなり、それから父親は三年前の戦で亡くなった。兄弟と言える肉親はなく、フォートリエ領の各主要地に点在している小城に叔父達が城代として管理していると、それだけだ。

「もしや、フォートリエの城代達が夕食に？」

　とセレーナは硬い表情のままカリスタに尋ねる。

「いいえ、そこまで畏まった席ではございません」

　セレーナの緊張が解けるように笑顔で答える。

　そうしてカリスタは、セレーナの編んだ髪に生花を挿し込んでいく。

「あら？　この花……」

　鏡越しから見て、セレーナは懐かしそうに声を上げた。

「ご存じでしたか？」

「ええ……と言っても、絵で見た程度なの」

「この花はレナルド様が視察の帰りに摘んでこられた花でして『この花に合うようなドレスで』とご指示があったのです」

「そうでしたの……」

「フォートリエではこの花は『幸せを招く花』と言われております」

「……知っております」

「レナルド様にとってセレーナ様はこの花同様、幸せを招くお方なのでしょう」

　セレーナは頬を染める。

　――レナルド様が？　私のことをそう思っておいでなの？

（でも私にとってこの結婚は、幸せを招いてくれるものとはまだ思えないわ）

　どうしてもセレーナは憂いてしまう。

　カリスタやこの城で働く者達には申し訳ないと思いつつも、沈んだ表情のまま食堂へ向かう。

　扉の前まで来て、カリスタはセレーナに笑顔を向けながら開けた――

「――!?」

「セレーナ様！　ようこそ！　フォートリエへ！」

「花嫁様、ようこそいらっしゃいました！」

　わっと歓声が上がり花が舞う。

　それから控えていた楽士隊が軽快な音楽を奏で始めた。

　長テーブルには真っ白なクロスがかけられ、香辛料やハーブの香りたつ料理が所狭しと並べられ湯気を立たせ、美味しそうだ。

　セレーナは驚きすぎて声を出せずに呆けてしまった。

「さあ、セレーナ」

　いつの間にかレナルドが、セレーナのすぐ傍に立っていて手を差し伸べてくる。

　彼も昨日の出で立ちと違って、王城へ上がる時と大差ない優雅な衣装を身につけていた。

「レナルド様、これは……？」

「決まってる、貴女の歓迎の宴だ」

「あの、でも……」

「城の皆が貴女を歓迎していると形で示したい、と言ってきたのだ。笑って受け取ってくれると俺も嬉しい」

「城の皆さんが……？」

　視線を巡らし、食堂に集まっている者達の顔を見る。

　皆、笑顔で迎えてくれる――城下町だけではなく、ここもセレーナを歓迎してくれている。

　内心この結婚に納得できないまま、それでも貴族の娘としての義務だからとやってきたのに。

　自分が恥ずかしい――

（ごめんなさい、皆さん）

　いつまでも踏ん切りがつかない心が疎ましい。

　けれど皆の歓迎は嬉しくて涙が出てくる。

「セレーナ、さあ席へ」

「はい」

　涙を指でそっと拭いながら返事をし、セレーナはレナルドの手に導かれて高座に座る。

　それからセレーナは疎ましい心が消えてなくなるように、必死に笑って会話をし、食事に舌包みを打つ。

　不思議なもので、次第に本当に楽しくなって宴の中盤ではレナルドと踊ったり、フルートの演奏を披露したりと城の者達との交流を深めていた。

　いつも「淑女であれ」と乱れた姿を見せてはいけないと教育を受けたセレーナ。それゆえ宴の席では酔わぬよう酒は少量しか口に付けない。だが今夜は、いつもより飲んでしまった。

　思っていた以上に、城の皆を含むフォートリエの人々が歓迎してくれている。

　それが嬉しくて、宴が楽しくて、ついつい止められなかった。

　あまり食事をとっていなかったこともあるのだろう。あっという間に酔いが回り、視界が揺らいでる。

「セレーナ、酔いが回っているようだ。風に当たってこよう」

　いち早くレナルドが気づき、セレーナに手を差し伸べる。

「はい。ちょうど私も冷たい風に当たりたいと思っておりました」

　しっかりと答えているつもりだったが、ろれつが怪しいと自分でも思う。

　差し伸べられた手を受け取るも、力を籠めないと立ち上がれない。

「おやおや――ほら」とレナルドが笑いながら起こしてくれた。

　腰をしっかりと掴まれて、食堂から出る。

　足取りが覚束なくて、レナルドに支えられている状態だ。

　それなのに、不快さはない。

　いや、気恥ずかしさもないのだからかなり酔っているのでは？　とセレーナは思いつつも、彼のなすがままにされる。

（このまま今夜……私はレナルド様のものになるのかしら？）

　それでもいい。

　彼の花嫁になるためにここまで来たのだ。

　覚悟はできているでしょう？

　そう自らに問いかける。

　このまま寝室に連れていかれるのを覚悟していたのに、外へ誘われた。

　中庭のガゼボに案内され、拍子抜けする。

「まだ夜は冷える。これを……」

　レナルドがマントを肩に掛けてくれた。

「ありがとうございます。あの、レナルド様はお寒くはございませんか？」

「俺はこの気候に慣れているからね」

　気安く笑いかけてきてくれるので、セレーナは酔いに任せてここで尋ねてもいいのでは？　と思い切って尋ねる決意をする。

（だって、やっぱり納得がいかないもの）

　これだけ優しく接してくれるけれど。

　こうして二人きりになっても、彼は親友から奪うほど愛してくれているようには見えない。それほど紳士的な態度で、決して礼儀から外れようとしない。

　ガゼボに設置している石造りのテーブルに彼は腰を当てて、篝火に集まる虫達を眺めている。

　わずかな明かりの中で見る彼の横顔も美しい――酔いもあって、ぼーっと見つめてしまい、なかなか尋ねられないでいたら、レナルドの方から話しかけてきた。

「式は貴女がこの環境に慣れて、決意が固まったらにしよう」

「……えっ？」

「突然結婚相手が変わったのだ。貴女が戸惑ったままフォートリエに来たのはわかっている。無理に式を挙げて夫婦になっても上手くいかないだろう」

「……そこまでわかっていて」

　そこまで答えて、セレーナは言葉を詰まらせる。

　泣いているのかと思ったのだろう。レナルドが「セレーナ？」とこちらを向いて声をかけてきた。

　セレーナは長椅子から立ち上がり、レナルドに歩み寄る。

「ええ！　大いに戸惑っているわ！　確かに私達は幾度か会っていますけれど、レナルド様は私に向けて熱い視線など送ったことなどありまして？　私の記憶では一度も見たことがありませんし、お会いする時はいつもオーランド様と一緒でした！　それとも――私がレナルド様に、そんなみだりがましい視線を送っていましたか？　……もしそうだったら勘違いさせてしまって……こんなことに……？」

　もしかしたら自分では気づかないうちに、レナルドに勘違いされるような視線を送っていたのだろうか？

　だんだん自信がなくなってきて、セレーナは再び長椅子に座り込む。

「勘違いなどしていないよ、セレーナ。貴女はいつでもオーランドだけを見ていた」

「――なら！」

「だから、貴女をオーランドから奪いたいと思ったのだ」

　レナルドの告白にセレーナは愕然とした。大きく目を開き薄闇の中の彼を見上げる。

　言葉の出ない彼女にレナルドは情熱的な言葉とは違う、柔らかい口調で告白する。

「定期的に貴女がオーランドに送る手紙を読んで、ずっと気になっていた」

「手紙……えっ？　もしやオーランド様に送っていた手紙？」

「そうだ」と頷かれて、セレーナは酒の熱さではない熱を身体に感じる。

　オーランドとは幼い頃に婚約を結んだ。

　けれど彼の幼少時代は丈夫とは言えず、何かにつけて寝込んでいた。

　食事で栄養を摂らねばならないのに、食わず嫌いだけでなく小食でもあった。

　そして両親である王と王妃は、丈夫でないオーランドに優しいとは言えず、気にかける風ではなかった。

　それがますますオーランドの身体を蝕ませていたのかもしれない。

　そんな彼を気にかけて「我が領地で療養を」と提案してきたのが、当時のフォートリエ辺境伯――亡くなったレナルドの父であった。

「熱を出してもかまってくれない肉親と、それに足並みを揃えるように冷たい周囲の中では治るものも治らない、と半ば強引にフォートリエへ連れてきてくれた」

　と健康になって帰ってきたオーランドが話してくれた。

　そして「セレーナが定期的に送ってくれた僕を想う手紙が励みになった」とも。

　オーランドの方は手紙を送っても四、五回に一度返事をくれればいい方だったから、それを聞いたセレーナは嬉しかった。

　それでも返事の手紙は全部大切に取っておいてある。

　けれど今、そんな思い出に浸っている場合ではない。

「……では、私がオーランド様宛に送った手紙をレナルド様も読んでらした、ということですか？」

　心の赴くままに筆を執ったから、最初の方はかなり散らかった内容だったと思う。

（それをオーランド様と読んでいたなんて……）

　羞恥でセレーナは頭が冴えて酔いが一気に吹き飛ぶ。

　それなのにレナルドは、

「友を想う気持ちがそこかしこに溢れていて、本当にオーランドを慕っているのだと思ったよ」

　などと褒めるから、今度は身体中熱くなる。

「お、お止めください……！　取り留めのない話ばかり長々と書いていて、それが原因でオーランド様は毎回手紙の返事をくれなかったのですから」

「でも『励みになった』と言っていただろう？　別に手紙の内容で返事を書かなかったわけじゃない。……筆無精だっただけだ、彼は」

「はい。帰ってきて再会した時、そう謝罪されました」

　でも、とセレーナは言葉を続ける。

「送られてきた手紙は今でも大切にとってあります。フォートリエに咲く花のデッサンや花言葉が書いてあって、オーランド様は絵の心得がおありだと、送られてくるたびに感激しておりました」

「……そう、か」

　レナルドは返事をしつつ、手紙に描かれた花の絵を思い出して胸に手を当ててうっとりとしているセレーナから顔ごと背けた。

「王城でオーランドと共に『婚約者』として貴女を紹介された時、一目でわかったよ。『ああ、この人があの手紙の』とね」

「……文章通り、取り留めもなく話をする女性だと？」

　セレーナの落ち込んだ口調にレナルドは「違う」とおかしそうに笑う。

「手紙からいつもオーランドを想う気持ちが溢れていた。友が戻っても世情に遅れぬように、まるで王城にいる頃と変わらないようにと事細かく書いてくれていて……一生懸命に文字を書き連ねる様子が目に見えるようだった。とても可愛らしい方なんだと思った。そうして会ったら――一途に人を愛する方なんだとオーランドが羨ましかったし、また二人を応援しようと思った」

「応援しようと思った？　ではどうして、私と彼を引き裂いたのです？」

「貴女を苦しませたくなかったからだ」

「今……！　私は今！　苦しんでおります！　婚約破棄を言い渡されてから私は、オーランド様とお会いすることもできず、理由も聞けずにこうしてフォートリエまでやってきました！　オーランド様の花嫁となることが、この苦しさよりもっと苦しい思いをすると言うなら、その理由をお話しください！」

　語気を強め問うセレーナはレナルドを見上げ、ハッとする。

　彼の横顔は苦悩にひどく歪んでいた。

「今は俺の口からは言えない……」

「レナルド様」

「だが、貴女が愛ゆえに哀しみで壊れていくと思うと辛かった。なら――最初は憎まれてもいずれ俺を愛してくれれば……と思って乱暴な手を使った」

　まるで痛みを抑えるような話し方をするものだから、セレーナは言葉に詰まってしまう。

　何も言えなくなってしまった彼女にレナルドは近づくと、髪に飾った花を一房取る。

「この花の花言葉は『幸せを招く』と言って、フォートリエでは縁起を担ぐ花なのだ」

「……カリスタから聞いております。けれど、その前から知っておりました。オーランド様の手紙にこの花が描かれておりましたから」

「……そうだったか。ではきっと貴女の幸せを願って描いたのだろう。そして私も、これから貴女に幸せが来るよう願って摘んできた」

「カリスタは、レナルド様にとって私は幸せを招く者だから贈られたのだろうと、話してくれました」

　セレーナの言葉にレナルドはフッと微かに笑う。

「さて、どちらに幸せは招かれるのか」

　と言うと、セレーナに「これ以上外にいると冷える。戻ろう」と手を差し出してきた。

　セレーナは、謎掛けのようなレナルドの言葉に疑問を持ちながらも手を取り、大人しく従った。










第三章

貴方へのこの感情











「キャロル、この手紙を早馬で私の実家に送るよう手配してくれる？」

　セレーナはそうキャロルに二通手紙を渡す。

「お父様もお母様もきっと心配していることでしょうから、近況報告の手紙よ」

「きっと喜ばれましょう。急いで早馬を手配します。……ですが、こちらの手紙は？」

「ポニー宛よ。ポニーにも近況を報告したくて用意したの」

　ポニーとはセレーナの乳母であり、キャロルの母の名だ。

「セレーナ様……。私の母にまでこんな優しい気遣いを……ありがとうございます」

「いやね、キャロルったら。そんなに泣かないで」

　セレーナの気遣いに感涙しているキャロルをどうにか泣き止ませ、早馬の手配に行かせる。

（ごめんなさい、キャロル……）

　乳母への手紙にはもちろん今までの感謝の意も書いてあるが――他にも理由があった。

　乳母と同じく長く勤めている執事長、二人に頼みがあって書いたのだ。「オーランド王子との本当の婚約破棄の理由を知りたい」と。

　両親は知っていても、セレーナ本人には決して話さないだろう。

　乳母と執事長に探りを入れてもらい、わかったら連絡してほしいと記述したのだ。

　入れ替わった婚約者のレナルドは口を割ろうとしない。

　そして、オーランドも決して自分と会おうとしなかった。

　両親も突然、セレーナに何も告げずにレナルドと結婚するよう言ってきたのだ。知っているが口を閉ざしている可能性が十分にある。

　レナルドの苦渋に満ちた横顔を思い出す。

（……ごめんなさい、こだわっていて。でも、このままでは気持ちだけ置いてきぼりにされてしまっていて……苦しいの……）

　もっと時間をかければ――数年後とか。その時には、この騒動の理由を知ることができるかもしれない。

　けれど、このままフォートリエで悶々とした日々を過ごしたくなかった。

（私はレナルド様から、真実を聞けるよう努力しなければ）

　そうするには、やはり親しくしていくに限る。

（いえ、もうあの人の花嫁になるのだから、親しくなるよう努力をしなくてはならないのだけど）



　それからセレーナは実家から持ってきた花嫁道具の整理整頓と、城内と庭の様子の把握に忙殺されてレナルドと会話をするのは食事の時だけ、という状況が続いた。

　ようやく城内にも、人にも慣れただろうと自分でも思えるようになった頃――。

「どうだ？　そろそろ城の外に出向くか？」

　と、レナルドから誘いがきた。

　ここに来て一ヶ月。日中、中庭を散策すれば日がポカポカ陽気で、ようやく持ってきた春のドレスを着てもいい暖かさになってきた。

「どこへ連れていってくださるの？」

「今日は遠出には最適な天気だ。私のお気に入りの場所を特別に公開しよう」

「まあ、楽しみだわ。その『特別公開』と言って誘った女性は、私を入れて何人目かしら？」

「貴女を入れて二人目だ。――一人目は『アビゲイル』という女性でね。俊足で毛並みがいい。黒くてつぶらな瞳で見つめられると、いくらでもブラッシングしてあげたくなる」

　セレーナと、傍で控えていたキャロルやエリンまでもクスクスと笑う。

『アビゲイル』は、レナルドの愛馬の名前だからだ。

　こんなやりとりもできるようになって、彼との関係も変わってきている。

　食事の間でしか会話をしていないのに、こうした冗談めいた軽いやりとりもできるようになっていて、セレーナに心の変化が出てきたのだ。

　レナルドとの他愛のない会話は楽しい。

　まるで長く付き合っている友人のように気さくに話ができる。

　未だに王都から手紙の返事は来ていないが、気を揉みながらフォートリエの城に慣れるために動くのでは、精神が消耗するだけだ。

「貴女が慣れるまで式は延期」という彼の言葉は「決して無理強いして男女の関係にはならない」と宣言したようなものだ。

　それを信じ、真実の報告が来るまで仲良くしてもいいではないか？　と思い、セレーナは食事の間、嫌な顔をしないでレナルドとの会話に興じた。

　これが殊の外楽しいのだから、セレーナにとって困ったことだ。

（いえ、楽しいことが困ったことではないのだけれど……）

　一ヶ月前まで、あれほどオーランドを想って彼と結婚できないことに失望して、哀しみにくれながらレナルドのもとにやってきたというのに。

　日に日にこの環境に慣れ、レナルドに慣れ、オーランドを忘れていく。

　まるで愛しい人の記憶を塗り替えるように、徐々にオーランドの存在が自分の中から消えていく。

　それが辛い、と最初は思っていたのに――。

（私は意外と薄情だったのかしら……）

　そう胸が痛むのは、オーランドへ向けた恋心への贖罪なのだろうか？

　それなのに初めてのレナルドの誘いに頬を緩め、いそいそ支度をする自分。

　私は純粋ではなくなった――そう思うのを無理矢理かき消し、レナルドと共に出かけた。
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「特別公開、というのはこの湖のことでしたの？」

　互いの馬に乗り、レナルドの案内に従って半刻。フォートリエ領で美景の一つ、と言われているアロラ湖に案内されたのだ。

　春爛漫という時期のフォートリエ。湖の周辺もその春を謳歌するように、花々が鮮やかな色の花弁を開き咲き乱れている。

　この風景を見られただけでもセレーナは感嘆するが、これなら民達も見られるので『特別公開』ではない。

「私が貴女に見せたいのは――ほら、あの小島だよ」

　レナルドが指をさした方角には、確かに湖にちょこんと島がある。

「あそこだけはフォートリエ家の者しか立ち入りができないんだ」

「そんなところに私を？　よろしいのですか？」

　あの小さくて可愛い小島に行ける、と思うと楽しみで心が弾んでくるが、自分はまだフォートリエ家の一員ではない。

　そんな自分が行ってもいいものなのだろうか？　とレナルドの顔を覗く。

「もちろん。ただし本当に小さな島なので、貴女の乗っている馬は留守番してもらう。アビゲイルに一緒に乗ってほしい」

「それはかまいませんが……馬で渡れるのですか？」

　確かに岸寄りだが……と不安な面もちでレナルドについていく。

　小島を挟んで対岸に馬で行くと、案外岸に近いことがわかる。

（でも……ここを馬で渡るの？）

　レナルドの言う通り、セレーナの馬は樹に繋いでおく。

「さあ、乗って」といったん降りたレナルドがセレーナを馬の背に乗せた。

　それから躊躇いなくレナルドが後ろに乗ってきたものだから、セレーナの鼓動がうるさく鳴りだした。

（い、嫌だわ……）

　ここ一ヶ月こんなに近い状態で接したことがなかったので、どうしていいのかわからず黙り込んでしまう。

　セレーナの鼓動をうるさくする当のレナルドはそれに気づかず、アビゲイルの手綱を持つと湖に入っていく。

「ほ、本当に入って……？　あら？　深くない？」

　深くても、馬の膝ほどの深さだ。

「浅い場所があるんだ。そこを渡る。慣れていないと危ないからね」

　レナルドの説明に「なるほど」とセレーナは頷く。

　無事に渡れて小島に到着した。

「あら、まあ……本当に小さいのね、ふふ」

　大きさとして十平方メートルくらいだろうか？

　水面に寄せるように細い樹木の幹や枝が垂れ下がり、外からは中があまり見えなかったが、ここにも春はやってきていた。

　緑の芝の上に紫スミレが咲き乱れている。

「まるで小さなお城のようだわ」

「『城』か。そういう表現もあるな。俺はここを『書斎』と呼んでいる。誰にも邪魔されず、一人で物思いに耽るのに適しているからな」

「……ここには、一人がほとんどなのですか？」

　オーランドも来たか？　という含みを籠めて尋ねたセレーナに、

「ここはオーランドにも秘密にしていた。『何度かあそこに入ってみたい』と言われたが浮き島で人が入ったら沈むと話した。……ここまで立ち入ってほしくはなかったからな」

　と答えるレナルドの口調に、オーランドが結構わがままを言ったのだとわかった。

「彼とは同い年だが、とてもしっかりしていてね。兄とも慕っていた」

　そう、オーランドが話してくれたのを思い出す。

　わがままの言えない王城ではないこのフォートリエで、自我が目覚めたのだろうと再会を果たした時に頼もしく思ったが、レナルドにとってはなかなか苦労したのかもしれない。

　レナルドはアビゲイルの手綱を適当な枝に結びつけると、マントを敷く。

「特別公開場へようこそ。どうぞお座りください、お姫様」

　そう恭しくマントに座るよう促すけれど、セレーナは断った。

「汚れてもいい服で来たし、それに芝にスミレの絨毯なんてとても豪華だわ。このまま座っては駄目？」

　レナルドは一瞬、驚いた顔をしたがすぐに顔を綻ばせ頷く。

「そう言ってもらえると嬉しいね。この場所に芝やスミレなど植えたのは俺だから」

「そうですの？　驚きました」

「なかなかセンスがいいと思わないか？」

「いえ、私が驚いたのはレナルド様に土いじりができたということです」

「失礼な、土いじりなら得意中の得意だぞ。小さい頃は、ツルツルとした土ボールを作ったものだ」

　こんな風に、と本当に土を捏ねる仕草をしてみせるレナルドを見てセレーナが笑う。

　その笑顔を見てレナルドもつられるように笑った。




　小腹が空いてきたので、料理長から渡された手提げ籠を開ける。

　中には葡萄酒と果物、それとパウンドケーキに片手サイズに焼かれたミートパイが入っていた。

「外で食べるなんて久しぶりだわ」

「フォートリエの春と夏は短い。秋もあっという間だから楽しみたかったら、どんどん外へ出てくれてかまわない」

「私一人で？　……ですか？」

　セレーナの問いに、葡萄酒を銀杯に注いでいたレナルドの手が止まる。

「いや、もちろん従者や侍女達を従えて行ったらいいと思うが……」

　ポカンとした顔で見つめられて、セレーナは自分が発した言葉の含みをようやく理解し、一瞬にして顔を真っ赤に染めた。

　――いやだ。レナルド様を誘っているように聞こえたんだわ！

「そ、そうですよね。誤解を与えるような言い方をしてしまって……」

「……いや、俺でよかったら……」

「レ、レナルド様のご都合が合えば……」

　二人の間で、妙な雰囲気が流れる。

　レナルドは黙って葡萄酒を飲んでいるし、セレーナも黙ってオレンジを口に入れる。

（……どうしよう、会話が……）

　落ち着かなくてセレーナは、どんどん口の中にオレンジを詰め込んでいく。

「オレンジ、詰め込みすぎではないか？」

「の、喉が渇いて」

　と誤魔化すが、自分でも詰め込みすぎだと思う。

　口を押さえつつ咀嚼する。

「貴女は果物が好物だったね。菓子も果物をふんだんに使ったタルトやパウンドケーキが好きだと」

「はい」

　それはオーランドから聞いたの？　と尋ねようとしたが、レナルドがセレーナの手の中にあるオレンジの残りを取って、薄皮を剥き始めた。

「薄皮ごと食べると、なかなか飲み込めないだろう」

　そう、綺麗に剥けた一房のオレンジをセレーナの口へ運ぶ。

　セレーナは躊躇いなく口を開けてオレンジを咀嚼、それからハッと口に手を当てた。

　あまりに自然に口へ運ぶものだから、何も考えずに受け入れてしまった。

「ごめんなさい！　はしたないことを！」

　さきほどから失言したり、食事マナーの悪いことを立て続けにしたりと失敗ばかりだ。

　それなのにレナルドの方はそれが「楽しい」というように笑う。

「いやいや！　懐いてもらえて嬉しいよ」

「――懐くって！　犬や猫ではありません！　レナルド様は人を鳥だのなんだのって、動物扱いばかりなさって！」

「フォートリエに来てしばらく、ツンツンしていたではないか」

「そ、それは……事情があったからで……レナルド様もご存じでいらっしゃるでしょう？」

「――では、今は？」

　セレーナの肩がひくつく。

　レナルドの自分を見つめる瞳の熱が、急に上がった気がした。

「今は……」

　胸の鼓動が逸はやる。傍にいるレナルドにまで聞こえそうで、視線を逸らし胸を押さえる。

「セレーナ」

　名を呼ばれ、おそるおそる視線を合わせると「はい」とまた薄皮を剥いたオレンジを差し出された。

　一瞬躊躇ったが、レナルドの眼差しに誘導されるよう口を開く。

　オレンジの香りと甘酸っぱさが口いっぱいに広がった瞬間――唇に違う感触がやってきた。

「――!?」

　レナルドの唇。

　咄嗟に離れようとしたセレーナの肩を、レナルドが押さえた。

　彼は何度か軽く触れるだけの口づけを繰り返し、そして深く唇を合わせる。

「……ぁ、レ、レナ、ル――」

「嫌か？」

　そう問われ、気づく。

（嫌じゃ、ない）

　どうして嫌じゃないの？　と自分に問う間もなく、彼にますます深い口づけをされてしまう。

　口の中にはまだオレンジが残っている。それなのにオレンジごと口内を陵辱してセレーナの思考のすべてを持っていってしまう。

「――っ!?」

　オレンジごと舌を吸われ、レナルドの口内で味わうよう舐められ喰われて、まるで熟れた果物になった気分だ。

　果汁か唾液かもつかない水気が、口端から流れ落ちる。

「ん、んん……っ」

　その水気が首筋を伝いだしても、レナルドは口づけを止めてはくれない。

　それどころか――ぐらり、と身体が揺れ、芝とスミレの乱れる草むらに倒されてしまった。

「……ぁ、んぁあ……」

　仰向けに倒れた際にレナルドの唇が離れ、拍子にセレーナの口から声が漏れる。

　漏れた声音の甘さに自分自身驚く。

「セレーナ、もっと欲しくはないか？」

　レナルドに尋ねられて、セレーナは首を傾げる。

（いったい、何を意味しているの？）

　と。いきなりの展開に思考がついていけないせいもあるが『何』が欲しいのかがわからない。

「欲しい、というのは……？　オレンジのことでしょうか？」

「オレンジがもっと欲しいか？」

「いえ、もう……結構です」

「――では、こっちは？」

「ん――っ」

　再び唇が重なる。

　レナルドの大きな手がセレーナの頬を包む。

　彼の体温は高い。その事実にセレーナはどうしてかホッとする。

　彼の舌がまた口内に侵入し、歯列をめぐり舌を突いてくる。

　かと思えば優しく唇を食んだり、舌先でなぞったりと、レナルドはあらゆる手段でセレーナの唇と口内を堪能しているように思えた。

　――これが、恋人同士のキスというもの？

　オーランドに何度かキスをされたことはあるが、『お休みのキス』で額や頬に落とされる小鳥のような口づけのみだった。

　レナルドから受ける口づけは違う。

　情熱的で激しくて官能的で――だが、深い愛情が感じられる。

　そして、下腹が疼く甘い何かを身体の奥から生み出してくる。

「――あ」

　ふいにレナルドの唇が離れた。そのままじっと見つめ合う。

　レナルドの灰色の瞳が近い。熱に浮かされたように揺らぐその瞳にセレーナは見入られた。

「セレーナ」

　また名を呼ばれると、顔が近づいてくる。

　しかし――今度は唇でなく首筋に向かったことにセレーナはひどく慌てた。

　それから胸に被さった彼の手にも。

「――レ、レナルド様……や、嫌です……！」

　胸に被さった手の動きに、セレーナの頭が冷める。

　レナルドは止めてくれるのか、とヒヤヒヤしたが身体ごと離れてくれた。

「……すまない」

　距離を取りつつ謝罪してきた彼にセレーナは「いいえ」と首を振ると、乱れた髪を整える。

　気まずい静寂が起きる。

　このまま二人きりでここにいたらまずい、という意思が動いたのかレナルドが、

「残してきた貴女の馬も心配だ。もう行こうか」

　と立ち上がった。

「そ、そうですね」

　セレーナも同意し、出した食事を籠に入れた。
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　湖を渡る時だけレナルドはアビゲイルから降り、セレーナだけを乗せて手綱を引く。

「あの、レナルド様……足、冷たくありませんか？」

「長めのブーツを履いてきたから、平気だよ」

　なぜかぶっきらぼうに答えるレナルドに、セレーナは首を傾げるばかりだ。

　岸に着いて自分の馬に乗り換えて、城へ帰る道程でもレナルドは難しい顔を崩さぬままだ。

「……あの、レナルド様。もしや、私の態度で怒っておいででしょうか？」

　もしかしたら途中で拒絶したことに、それほど腹を立てたのか？

　だが――彼は結婚を待ってくれる、と言った。それは婚前交渉などもなし、とセレーナは思っていたのだが、違うのだろうか？

（それなら、ここではっきり決めた方がいいわよね？）

　それでもセレーナも悩んでしまう。

　先ほど受けた口づけは嫌ではなかった。

　むしろ――よかった。

　この一ヶ月間、彼はとても紳士的に接してくれて、寝る部屋も別々で。

　だからすっかり安心して、信頼していたのに裏切られたように感じるのだ。

（けれど……）

　絶望感など、ちっとも湧かない。

　それどころか大人の口づけを受けて、ときめいたままの自分がいる。

「貴女のことで怒ってなんかいない。むしろ自分自身に怒っているだけだ」

「はあ……」

「貴女の心が固まったら、と決めていたのに……ぁああっ!!」

　いきなり叫びだしたのには、馬だけでなくセレーナも驚いた。

　アビゲイルを止め、その場でたてがみに顔を埋めるレナルドに驚いたセレーナは、馬達が喧嘩しないようゆっくりと近づける。

「……レナルド様？」

「すまない……劣情を止めることができなかった。貴女が拒絶してくれてよかった。まさか自分がこんなにも我慢できない男だったとは……」

　どうやら、自分自身の堪え性のなさに衝撃を受けているようだ。

　セレーナはアビゲイルのたてがみに顔を埋めて悶絶している彼が、だんだんおかしく見えてきて、つい声を出して笑ってしまう。

「レナルド様ったら……！　お可愛らしい面がありますのね」

「……ぅう。仕方ないだろう！　セレーナが可愛いのが悪い！」

「えっ？」

「……あっ」

　顔を上げて反論してきたレナルドと視線が合う。

　互いに顔を真っ赤にした。

「……そ、そうでしょうか？」

「まぁ……うん。セレーナは見た目は可憐だし、中身は本当に可愛いと思う……」

「あ、ありがとうございます」

「その、洒落た口説き文句でなくてすまない……ちょっと考えさせてくれ」

「あ、いえ……そんなこと気にしていません。その、素朴でいいかと……」

「いや、さすがにこの語彙力では一人の大人としてどうかと……！　これではのちのち貴女が思い出してガッカリしてしまう可能性が……！　考えさせてくれ！」

「……たくさんの愛の言葉より、一つのキスの方が愛を感じる時があると言います。その、私は小島でのキスで十分伝わりましたので……」

「そう……だろうか？」

「そうです……」

　これ以上どう答えていいのかわからず、セレーナは馬を闊歩させながら黙って先を進む。

　それはレナルドも同じで――二人、だんまりで城へ戻った。

　城に戻って二人の様子に首を傾げたり、「いい傾向だ」とにんまりする者もいたりと反応が様々な中、フォートリエの家宰がいつも通り平静を装って、レナルドに封を切った手紙を入れた盆を差しだす。

　家宰はいつもこうして、手紙の中身を確認してからレナルドに渡す。

　戦時から戦後しばらくまで、手紙による脅迫や嫌がらせがあったためだ。

　何度か、封を開けると刃が差し込まれていたり、発火する細工が仕掛けてあったりしたそうだ。

「ありがとう」とレナルドは受け取って、手紙の宛先を確認する。

　何封目かの手紙に首を傾げ、その場で広げて読む。

　みるみる浮かない顔をしだしたのにセレーナは眉を顰めた。

「セレーナ」

「はい」

「着替えが済んだら、私の書斎へ。話がある」

　とだけ伝えると先に行ってしまった。

（何かしら？）

　あの様子からして、何か不都合が生じたのだろう。

　この一ヶ月間、いつも食事時に顔を合わせていたのだ。彼の感情を少しは読みとることだってできる。

　着替えたセレーナはカリスタだけを連れて、レナルドの書斎へ出向く。

「カリスタは外してくれ」

　入るやいなや、レナルドが告げる。

　部外者に聞かれたくない話らしい。慣れているのかカリスタは「承知しました」と恭しく頭を下げ書斎から出ていった。

　それからレナルドは無言で、一枚の手紙をセレーナに渡した。

「……!?」

　受け取り、差し出し名を見てセレーナは震えた。

　すでに家宰によって封は切られている。セレーナは中の便箋を抜き取ると読み進めていった。

「……すべて、お読みになったのね」

「ああ」

　レナルドはぞんざいに答えると、書斎椅子に座らず応接用の長椅子に座る。

「ここずっと、オーランドとの婚約破棄について追求してこないと思っていたら……貴女は実家に頼んでいたのか」

「申し訳ございません。しこりを残したまま、レナルド様のもとに嫁ぐのはできないと思ったのです」

　セレーナは素直に謝罪した。

「そんなにオーランドと結婚したかったか？」

　レナルドの厳しい眼差しと口調がセレーナの胸に刺さる。

「私は、レナルド様の花嫁になることに異存はありません」

「貴女のその言葉に、貴女の意思はあるのか？　ご両親の、いや貴族の子女としての心構えを聞いているのではない！」

　責めるような声に、セレーナの肩がびくついた。

　怯えた様子の彼女に、レナルドは自分が思ったより怒鳴りつけていたことに気づき、一つ深く呼吸をする。

「……感情的になりすぎた。悪かった。貴女がこのフォートリエに来て俺の花嫁になろうと努力していることはよくわかっている。ゆっくり決めてくれればいい、と言ったのも俺だ。これは俺と貴女の問題だからかまわない。――だが、オーランドの件は、もうこれ以上突かないでほしい」

「探ったら何かご都合の悪いことでもある、と？」

　レナルドはセレーナの問いに答えず、彼女が手にしている便箋を奪うとその場で引き裂いた。

　何も答えないが彼の様子でわかる。

　知られたら都合が悪いことだ、と。

（おそらく、王家の……）

「セレーナ、近々王都へ二人で出向かねばならない。今日の遠出の際に話をしようと思っていたのだがうっかりしていた」

「『初夏の大祭』の件で？　毎年、レナルド様はご出席されていますから、そろそろかと思っていました」

　欠席していたのは、三年前のスミュールとの大戦の時のみだった。

「……その時には、オーランドに会えよう」

　レナルドの言葉に、心臓を強く押されたような衝撃が走った。

　そうだ。フォートリエから王都に戻って、彼も初夏の大祭には必ず出席していた。

「その時には、彼に余計な期待を抱かぬように」

　――何ですって？

「オーランド様に会えば思いなおしてくれる、とでも私が考えているとお思いなのね？　――そうね、そうなればいいわね！」

　自分でもなんてことを言うのか、と後悔しても、出てしまった言葉が元に戻ることはない。

　まるで投げやりな言い方にレナルドも、

「もういい。出立は十日後だ。それまでカリスタに尋ねて準備をしてくれ」

　と、手をひらひらさせてセレーナを書斎から追い出そうとする。

「失礼します！」

　セレーナは声を張り上げて踵を返すと、書斎から出ていった。

（何が『彼に余計な期待を抱かぬように』よ。あんな手紙が送られてきたら普通の男性なら慰めるでしょうに！　逆に不機嫌になってあんな風に嫌みを言うなんて……！）

　もう、オーランドの気持ちはとうに離れていた。

　いや、もともと彼はセレーナを『愛する女性』として見てはいなかった。

　ただの仲のいい幼なじみ、もしくは親友。妹――的なものだった。

　今回送られてきた乳母からの手紙を読んで、ようやくしっくりきた。

『オーランド王子には想い合っているお相手がいるようです。噂ですが』

（噂ではないわ、きっと）

　オーランドのセレーナを見る瞳は、途中から誰かを追っていた。

　潜在的に気づいても、ただ従順に従っていた。盲目に彼に恋をしていたのだと。

　すべてに合点がいったのは、レナルドがセレーナを見ていてくれたから。

（なんてこと……。こうなってからレナルド様への気持ちがわかるなんて）

　内緒でオーランドのことを調べてもらったことで、彼を傷つけてしまった。

　彼は、オーランドに執着しなくなったセレーナを喜んだに違いない。

　その気持ちを裏切ったのだ。

　書斎での態度に腹が立って、あんな言い方をし、部屋から出ていってしまった――自分が怒るのは違うではないか。

（ああ……でも）

　セレーナはその場で立ち尽くし、両手で顔を覆う。

　レナルドを愛し始めている。

　だが――オーランドがセレーナをレナルドに譲った理由を、はっきりさせたい。

　これは矜持なのか、知りたいという欲求からなのか。

　胸に渦巻く感情をセレーナ自身、理解できなかった。










第四章

初夏の大祭にて











『初夏の大祭』のための準備に追われていたら、あっという間に十日過ぎ、もう出立の日となった。

　王都にはフォートリエ家の屋敷があるというので、そこに泊まることになる。

　フォートリエからはカリスタと数人のメイド、そして騎士と若い執事を連れていくのが習慣だという。

　今回はそれにセレーナとキャロルが加わる。

　セレーナは実家のバルティア家に連絡を入れて、何人か手伝いを遣わしてもらえるよう頼んだ。

　人手は多い方がいいだろう、との考えでフォートリエに残る家宰や執事長もセレーナの意見に賛成し、感謝までされた。

　なにせ王都にある屋敷は普段、老夫婦が二人で管理しているだけで、フォートリエから到着すると聞くいてまず最初にするのは、部屋の換気と掃除だというのだ。

　事前に、バルティア家から派遣してもらって屋敷の手入れをしてもらえるのは、大変ありがたいということだった。

（よかった、出過ぎた真似ではなくて）

　セレーナはホッと胸を撫で下ろす。

　十日前の手紙の一件から、レナルドと気まずくてろくに会話をしていない。

　レナルド本人もしばらくフォートリエを留守にしなくてはならないので、今のうちにできる仕事を片づけておくつもりらしく、朝から晩まで忙しくしている。

　顔を合わせていた食事の時間にさえも来られない状態だった。

　仕方がない、と思いつつ――。ただ、自分と顔を合わせたくないのかもしれない、ともセレーナは思っていた。

　それは本日、王都へ向かう馬車で確信となった。







「一緒に馬車に乗らないと？」

「はい、道中馬に乗って向かうとのことです」

　騎士の一人から報告を受けてセレーナは驚きに声を上げ、それからため息を吐いた。

「……わかったわ。気が変わったらいつでも同乗してくださいと伝えて」

　知らせにきてくれた騎士が、あまりにも情けない顔をして言うものだから文句も言えない。

　いや、言ってやりたいのはレナルドに対してであって、騎士の彼ではない。

　確かに王都に着くまで十日から二週ほどの間、ずっと気まずいまま馬車に乗るのは嫌だろうけれど……

（だからって、王都に着くまでの間に仲直りすればいいだけの話だわ）

　この間にどうにかきっかけを作って、仲直りをしたかったのに。

　キャロルもカリスタも今、二人の仲がよろしくないということを知っているので、顔を見合わせて困っている。

「……乗りましょう。皆も待っていることだし」

　セレーナは形だけの笑顔を作って従者に手を差しだした。

　それからしばらく順調に王都へ進んでいく。

　フォートリエの領地を出て少し経ったあたりだった。

「セレーナ」

　と外から呼ぶ者がいる。レナルドだ。

　馬車に乗り込んでから気持ちが塞がって小窓を開けることもしなかったが、彼が呼ぶのでは仕方ない。カリスタに目配せして開けてもらう。

　そこには馬車に足並みを揃え、馬に乗るレナルドがいた。

「私は先に王都へ向かう。悪いが後から来てくれ、向こうの屋敷で待っている」

「どういうことです？」

「先に面会をしなくてはならないお方がいるんだ。――騎士のエリアスとジャックに先導を任せている。あとカリスタは、付き添いのメイド達の統率を頼む」

　そう言うと馬を走らせ、さっさと行ってしまった。

「……なんなの？　いったい」

　王都に着くまで顔も見られなくなるというのに、セレーナに対して用件以外に告げる言葉はないのか？

（こういう場面って、普通お別れのキスとかするわよね？　親しくなくてもマナーとして、手の甲にくらいはやらない？）

　自分が原因で喧嘩したのだから仕方ない、と思ってしおらしくこの状況を受け入れていたのに――。

「何だか馬鹿らしくなってきたわ」

　ぼそりと呟くと、椅子に座り直す。

　こうなったら開き直ろう、とセレーナは小窓から見える青々とし始めた木々を見渡した。

　涙がこみ上げてくることに自分自身、気づかないふりをして――。
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　王都への道程は途中途中で、その土地の有権者の屋敷に泊まったり、庭を借りて天蓋を張ったりして夜を過ごす。

　今回の旅は運良く一度も悪天候にならず、順調に王都へ到着した。

　その間セレーナはレナルドのことを頭から追い出し、単なる旅行のように楽しんでいた。

　つもりだったが、やはり夜一人になるとまったく連絡を寄越さないレナルドに対して憤り、哀しくて視界が揺らいでしまっていた。

「フォートリエ伯の花嫁であるセレーナ様が到着なさったぞ」

　王都にあるフォートリエ家の屋敷に入ると、一斉に歓迎を受けた。

　もちろん、その半数以上はセレーナの実家であるバルティア侯爵からの派遣だが。

　その中に乳母のポニーがいて、久しぶりに見る顔にセレーナは懐かしさに泣き笑いをする。

「まあまあお嬢様ったら、もう奥方になるのですから」

「だってポニーがいるなんて思わなかったから」

　セレーナはしばらくポニーに抱き締められて、柔らかくて甘い匂いに包まれ癒やされた。

　初めての屋敷だ。滞在は二週間ほど。屋敷内を巡回して把握し、それから荷物を各部屋へ運んでいく。

「セレーナ様。旦那様から部屋は別でと伝言を受けておりますが、それでよろしいのでしょうか？」

「ええ、それでお願い」

　尋ねてきた使用人が不思議そうな顔をする。セレーナは苦笑いしながら答えた。

「まだ式を挙げていないのよ。だからそれまでは『婚約者』という関係なの」

「へぇ」と間の抜けた返事をして荷物運びを再開した使用人達を見ながら、セレーナは応接間に行き、長椅子に座った。

　ポニーが気を利かせてお茶をいれてくれた。

「お嬢様の大好きなオレンジ入りの紅茶に、ジャムのクッキーですよ」

「嬉しいわ。ポニーのいれてくれた紅茶も手作りのクッキーも久しぶり」

　バターたっぷりのクッキーを口に入れるとサクッと柔らかくほぐれていく。オレンジの紅茶もセレーナの好みに合わせ、皮をふんだんに使っていて香り高い。

「まったく味が変わってないわ。ありがとう」

　なぜかまたレナルドの顔が浮かび、涙が溢れてくる。

　ここに彼もいて、自分が好きな紅茶の味やクッキーを一緒に味わってほしかったと思うと切なくなってきたのだ。

「……ごめんなさい、ちょっと旅の疲れが」

　そう誤魔化すが、ポニーにはわかっていたようだ。

　ふふ、と意味ありげな笑みを浮かべると、何枚か束ねた紙をセレーナに差しだす。

「レナルド様からですよ。お嬢様が屋敷に入ったら渡してくれと」

「え……？」

　見てみると――それは絵であった。

　風景画、花の絵、それからどこかの村だろうか、無邪気に遊ぶ子供の絵など。

　インクでサッと描かれて色味のないものだったが、それでも描きなれているペンの運びで拙さがまったくない。

　その中でセレーナが一番目を引いたのは――。

「この花の絵……似てる」

　まだオーランドがフォートリエで療養していた頃、彼からの手紙に描かれた花の絵。ペンタッチが似てる。

（そう言えば……オーランド様は王都へ戻ってきてから、絵画なんて嗜んだことなんてあった？）

　手紙だって私に用がある時は、言付けか代筆じゃなかったか？

「きっと趣味に没頭するお時間がとれないのね」なんて、自分の都合のいいように取って追求しなかったけれど。

　その花の絵の端には、彼の字でセレーナにあてた言葉が書かれていた。

『王都で貴女にすべてをお話する。それまで手慰めに絵を送るとする』

　レナルドの伝言を読んでセレーナは弾かれたように立ち上がると、自分に割り当てられた部屋に向かった。

（手紙……！　比べてみればわかるわ……！）

　自分が送った手紙を読んで返事をくれたのは――本当は。
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　『初夏の大祭』時に開催される王城の舞踏会に出向くという日になって、ようやくレナルドと顔を合わせた。

　慌ただしく支度を済ませたレナルドが、踊り場で待つセレーナに駆け寄る。

「すまない、待たせてしまった」

「……本当に。今までよくも待たせてくれたこと」

「恨み言は車上で聞こう。――それより、綺麗だ。セレーナ」

　そう低く甘い声で囁かれて手を差し伸べられると、セレーナは何も言えなくなってしまう。

　言いたいことはたくさんある。自分の気持ちも含めて。

　けれど駆け込むように帰ってきて、あっという間に着替えた彼の正装姿を見たら何も言えなくなってしまった。

　王城の舞踏会や夜会時に注目を浴びていた、華やかな彼の姿。

　オーランドと親友だからいつも近くで彼を見ていたけれど、今度は違う。

　彼の婚約者――花嫁として横に立つのだ。

　同じ美形のオーランドで慣れていると思ったのに、どうしてレナルドが隣にいるのだと思うだけで、頬が熱くなり胸が弾むのだろう。

「……私、舞踏会中、貴方の隣にずっといられるかしら？」

「大丈夫、俺の傍から離れないようになさい」

　どうやら『オーランド王子から奪ったフォートリエ伯の花嫁』として不安がっている、ととったらしい。

　話が伝わる際に、誇張されて大げさになることが多々ある。特に社交界では。

　根も葉もない噂から盾になってくれるのは頼もしいけれど――。

（違う意味なのよ）

　セレーナはおかしくて微かに笑うと、

「よろしくお願いします。レナルド様」

　と彼に手を差しだした。

　舞踏会に来たのが久しぶりのせいか、はたまた自分達が注目されているとわかるからか、熱気がすごい、とセレーナは感じる。

　まず、国王夫妻に挨拶をし、それからセレーナの両親であるバルティア侯爵夫妻に挨拶をして、あとは交友関係のある貴族と挨拶を交わし交流を深めていく。

　もともと注目されていたせいか、次から次へと二人の前にやってきては話をして――を繰り返し、舞踏会という場なのになかなか踊る機会がない。

　それはかまわない。事情でこうも注目されているのだ。皆、話を聞きたがっているのはわかる。ここで嫌がらず話をすれば、これから社交界で悪しき噂の的にならずに済むだろう。

　ザワ、と華やかさ賑やかさとは違った、緊迫を孕む雰囲気がセレーナ達を包む。

（……？）

　レナルドが一点を真っ直ぐに見つめているので、セレーナもそちらに視線を向けて――硬直した。

　――オーランド様。

（やはり華やかな方だわ）

　肩まで伸ばした真っ直ぐな金糸のような髪を後ろに束ね、カザノバブラウスに濃紫のロングジャケット、そしてシルクタフタのズボン。上品で穏和な彼の雰囲気によく映える。

　けれど、いつも嬉しそうにレナルドを迎えていたオーランドの表情が今夜は違う。

　目を疑ってしまうほど険しい表情だ。

　オーランドは脇目もふらずに、真っ直ぐにレナルドに向かってくる。

　セレーナは王族への礼儀として一歩下がり、礼をする。

　レナルドの方も簡略であるが彼に向けて頭を下げていた。

「レナルド、なぜ僕を裏切った」

　オーランドはレナルドの前で止まると、開口一番に放つ。

「裏切ったとは？」

「〝僕達〟のことは口出し無用だと言ったはずだ！」

「ええ、ですからオーランド様、貴方達には口を挟んでおりません。――そして、それは今ここで話すことでしょうか？」

「……ふん、確かに。席を離れよう」

　オーランドが高慢な態度でレナルドに告げるのを聞いて、セレーナは頭を垂らしながらも驚いていた。

　こんな尊大な彼の声を初めて聞いたからだ。

「しかしながらオーランド様、今夜の私は忙しい。――バルティア侯爵のご令嬢を、私の花嫁として皆に紹介に回っているのです」

　レナルドの言葉にオーランドは、初めてセレーナが傍にいたことに気づいたようだ。

「……あ、それは、すまなかった。久しいね、セレーナ」

「いえ」

　ようやく顔を上げる。平静を装って彼の顔を見つめると不自然に目を逸らされた。

　――彼にも罪悪感があるのだわ。

　セレーナは良いように取るが、やはり寂しい。

　今まで男女の仲とは言わなくても、傍にいる女性の中では一番親しかったはずなのに。こうして笑顔を向けられて、さも『友人』のような扱いを受けてもだ。

　彼の態度が白々しく見える。

「花嫁として意志を固めたのだね」

「はい……」

　オーランドの言葉に贖罪の音があるように聞こえただけでも、セレーナにとって良しとすればいいのか？

「セレーナ。君は僕にとって妹のような存在だから、幸せになってほしい」

「ありがたいお言葉です。オーランド様も健やかに……」

『妹』と言われても激しい衝撃は受けなかった。やはり、という感想がセレーナの脳裏に浮かぶ。

　オーランドにとって『友人」』であり『妹』だったのだ、自分は。

　レナルドに「花嫁を譲れ」と、脅迫されたわけではないのだ。

　オーランドはレナルドにそっと耳打ちをし、この場を去っていった。

　ぼんやりとオーランドの後ろ姿を見送るセレーナの背中を、レナルドがそっと触れる。

「行こうか。まだ貴女を紹介しきれていない」

　背中に添えられた彼の手が温かくて、セレーナは「はい」と笑顔でレナルドを見上げた。





＊　＊　＊






　夜も更けて、舞踏会はますます華やかに盛り上がる。

　花のむせかえるような香りが会場内外で漂い、群衆の熱狂が高まる。熱に駆り立てられるように皆踊り、シャンパンを傾け、歓談に興じている。

　ずっと立ちっぱなしのセレーナも、さすがに足が疲れてきた。

　それに化粧も直したい。

「レナルド様、一度控え室に戻ってもよろしいでしょうか？　少々熱に当たりました」

「そうだな、あらかた紹介も済んだことだし――」

　話の途中で顔見知りの貴族に声をかけられ、雑談が始まったレナルド。

　セレーナは彼に「先に控え室に戻る」と目配せを送ると、控えていたキャロルを呼び会場から出ていった。

「すごい熱気でしたね。特にセレーナ様とレナルド様のお二人の注目度ときたら！」

「きっと、興味津々なのでしょうね。結婚が決まった経緯が経緯だから」

「でも上手におかわしになって、さすが私の主人です！」

　興奮気味にキャロルは言いながら、割り当てられた控え室へ入っていった。

「アルコールの入っていない飲み物が欲しいわ。あと、果物」

　ようやく座ることができたと、セレーナは長椅子に腰を下ろすとヒールを脱いで足を投げだす。

「あとでマッサージをしましょう。とりあえず冷たいお飲み物と果物をいただいてまいります」

　そう言うとキャロルは、キビキビと控え室から出ていった。

　セレーナは足を擦りながら、オーランドとの再会の場面を思い出す。

（やっぱり、思い出しても哀しくはないわ……）

　自分は思ったより彼を想ってはいなかったのだろう。そして彼もやはり自分をそう想ってはいなかった。

　そのことに何の悲哀も浮かばない。

　セレーナは、ヒールを片手に持ちながら窓に近づく。

　熱いので窓を開けたい。

「……あら？」

　篝火が見える向こうを通る人影――あれはオーランドではないだろうか？

　人の目を気にしているのか、キョロキョロと大きく顔ごと視線を彷徨わせている。

　姿といい、その様子といい、あれではかえって目立つのではないだろうか？

　勘が働いた。

　セレーナはヒールを履き直すと窓を開けて、ベランダから庭に出てオーランドの後を追っていく。

　芝の上だから、靴音もしないだろう。

　そうして距離を取りながら彼を追っていくと、城の果樹園にたどり着いた。

「――!?」

　オーランドが嬉しそうに駆けていく。その先には、頭からショールを被った女性がいた。

　身なりは質素だが、ショールからこぼれ見える銀髪がわずかな篝火の明かりでも輝き、美しいと思った。

（あの人がオーランド様の想い人？）

　セレーナは腰を屈めながら物音に気遣い近づいていく。

「ソーニャ、待ったかい？」

「私は平気。……オーランド様こそ、会場を抜け出してよかったのですか？」

「いいんだ。あんな催しよりも、君との時間の方が大事だ。……もう、会えなくなってしまうのだから……」

「オーランド様……」

「まさかレナルドが父上に密告するとは思わなかった……！　信用していたのに！　もう、君以外誰も信用できない！」

「いいえ……これでよかったのです。私がここにいては、オーランド様がご不評を買うばかり。それに私も、あの方から逃げることができます」

「……ソーニャは彼から離れられるというなら、僕と会えなくなってもいいと？」

「いいえ！　でも、でも……！　私達はこのままではいられないと、わかっておいでではありませんか？」

　オーランドは「ソーニャ」と呼ぶ彼女を力強く抱き締め、彼女の方も愛しいというように彼の背中に腕を回す。

　セレーナはその様子を見ながら「ソーニャ」と愛称で呼ばれる女性の正体に気づき、愕然とした。

（ソフィア・スミュール！　スミュール元皇太子の妃……！）

　そうだ、三年前の大戦でスミュールの皇帝と皇太子は身分を廃されて、アルヴィエの捕虜にされ、この王城に軟禁されているはず。

　その際、皇太子の妃も人質として連れてこられたのだが、彼女は軟禁というより食客扱いで、公の場に出られない事以外は自由だと聞いた。

　ただ側仕えの者も少ないし、本人は人質という意識があるせいなのか奥宮でひっそりと日々を暮らしている、とも。

（確か仲が悪くて、戦のどさくさに紛れて離縁しようとしたけれど、皇太子が許さなくて戦が終わって強制的に同行させられたと……）

　これが、セレーナがレナルドの花嫁として譲られた理由。

　とんでもないほどの秘密の恋だ。

　オーランドがスミュール元皇太子妃と不倫の関係だなんて。

（これがスミュール側に知られたら……また、戦が始まってしまう可能性が……）

「オーランドには恋のお相手がいる」と、社交界に出ないバルティア家に仕える者達も情報を掴むことができた。

（公然となっている？）

　とにかくこの場から離れた方がよさそうだ――。セレーナは屈んだ状態でゆっくりと後退する。

「――!?」

　踵で落ちている枝を踏んでしまい、音を鳴らしてしまった。

「誰だ!?」

　オーランドの剣呑な声がセレーナを硬直させる。

（どうしよう……）

　いくら篝火が遠くても、近づいて捕まったら誰かわかってしまう。

　どうか見つかりませんように、と神に祈りを捧げてみせてもこの状況は変わらない。

「出てこい！　さもなければ……」

　腰にかけた鞘から、剣が抜かれる音がする。

（出ていった方がいい？　このまま隠れてる？）

　どうしたらいいかわからず、セレーナの頭の中で選択肢がグルグルと回る。

「――オーランド、私だ」

（……え？）

　屈んだまま硬直状態だったセレーナの場所より少し離れたところから、聞き覚えのある男性の声が草木をかき分ける音と共に聞こえた。

（レナルド様！）

　オーランドも気づいて剣をおさめる。

「レナルドか……説教に来たのか？」

「さんざん説教をしても君の耳に届くことがなかったのだ、何を今更。それに舞踏会で『後で話の続きを』と囁いたのは君だよ？　オーランド」

「……だからって、今でなくてもいいだろう？」

「俺も忙しい。そのせいでセレーナはおかんむりだ。だからこれから彼女に時間を割きたいのでね」

　――ここで私を引き合いに出すことなんてないでしょうに。

　横やりを入れたかったが、潜んでいる状態でのこのこ出ていくなどということはできない。じっと耐える。

　けれどセレーナの名を出したことは結果的に、オーランドを黙らせることに成功したようだ。

　レナルドはソフィアに向かい恭しく頭を下げる。

「ソフィア様、このたびはスミュールへのご帰還おめでとうございます」

「『帰還』とは……確かに敵地から故郷へ戻るという意味ではそうでしょうけれど。……辛い日々ではありませんでしたから。……どちらかと言えば、スミュールであのお方の横にいる日々の方が辛かったものです。今は同じ城にいても離れて暮らし、許可がないとお互い顔を合わすこともありません」

「ソーニャ、律儀に言わなくてもいい。レナルドが父に僕達のことを密告したから離ればなれになるんだぞ？」

　オーランドは彼女をかばうように前に立ち、レナルドを睨みつけた。

「初めて本気の恋をしたのは喜ばしいが、あまりにも冷静さを欠きすぎだな、オーランドは。こうも逢い引きを繰り返して城の者にばれないと思っているのか？　陛下は君とソフィア様の関係をすでにご存じであったぞ」

「――!?　で、ではなぜ、今まで黙っていたのだ？」

　オーランドはレナルドの言葉に嘘か真実か、と入り交じった顔で彼を見つめる。

「どうするべきか、ずっと頭を悩ませていたのだ、陛下は。君はバルティア侯爵の令嬢と幼い頃から婚約を結んでいるというのに、人質として連れてこられた元皇太子の妃である方と不倫の関係になって、熱に浮かされたように密会を重ねている――。陛下も誰にも相談できないでいたのだ。それでも噂が広がらないうちに、と最善の方法を模索されていたところに、俺が『バルティア家の令嬢をもらい受けたい』と話したところから怪しんだとのことだ。その時は『願ってもない』と承知したが、俺と君との仲があったからこそ怪しんだのだろうね。俺が『オーランドとソフィア元皇太子妃の関係を知って、バルティア家の令嬢を欲したのでは？』と。――そして、君とソフィア様との関係が周囲に知れ始めている、とある伝で俺は知った」

「……どこから？　どこから漏れている？」

　オーランドは明らかに動揺している。それは彼の背に守られるように後ろに控えているソフィアも同じだった。

「出所は言えない。だが、このまま放置していたら、ますますこの噂は広がると危惧した俺は、陛下に直談判をした。いろいろ話し合ったが、一番よいのは『ソフィア元皇太子妃を国に帰す』ということだろうと決着したのだ。もともとソフィア様の生家であるゼレノイ家は、元皇太子と離婚させて皇室から離脱させたかった。家のためというより娘が置かれている現状に、父君が立腹なさっていたのでしょう？」

「はい」とソフィアは弱々しく顎を引く。

「結婚生活は最初から破綻しておりました。あの方、性癖に難があるお方で、私はいつも昼も夜も一人ぼっちで過ごしておりました」

「レナルド、彼女に言わせるな！」

　オーランドの怒りももっともだと、レナルドは「わかっている」と付け加える。

「この城に軟禁されている元殿下の話は聞いている。囚われの身でありながら、性欲解消の相手を求め、さらにそれがまだ年端もいかぬ者という恐ろしいものだ。このまま日が経てば、いずれ欲望で発狂するのではないか？　と陛下は見ていらっしゃるようだ」

「周囲も父も、正式に結婚すれば普通の性に目覚めるだろうと、甘く考えて私を妃に差し出したのです。……でも、あの方は変わりませんでした。けれどお飾りの妃は必要――私はずっとその立場を強いられてきました。三年前の戦でスミュール側は敗戦の色が濃くなり国内は混乱しておりました。それに乗じて父は離縁させようと模索したのですが……」

「そこであの阿呆な男が妙な執着をしたのだ！　『お前だけ逃げられると思うな！』と離縁を拒絶し、彼女を無理矢理ここへ連れてきた！　……まったく、運命とはわからないものだ。奴の愚行が僕とソーニャを巡り合わせてくれたのだから……」

　やるせなさがオーランドの言葉とともに吐き出された。

　少しの静寂の後、レナルドが口を開く。

「では、ソフィア様の帰国はわかるだろう？　元殿下と離縁させて国に帰してほしい――、これは彼女の実家が望んでいたこと。三年の間、ずっと要求されていたのだということも。そして元殿下が心を煩いだした今こそが、その絶好の機会だということも」

「……わかってる、わかっているのだ……だが、彼女と離れるのが辛い、このまま永久とわの別れになってしまうような気がして、現実を受け入れられない……！」

　オーランドの言葉を聞いてソフィアが涙を拭っていた。

「私も、国に帰れるのは嬉しい……けれど帰ったらきっと父は新しい嫁ぎ先を決め、私の意志と関係なく進めるでしょう……。オーランド様ともう二度と会えなくなるのは辛い……相反する心が痛い」

「――だから、今が絶好の機会だと言ってる。陛下は今や新スミュール皇国と新たな絆を結ぶために、皇国の有力な貴族とオーランドとの結婚を模索している。ただスミュール新皇帝は結婚して、子はまだ男児一人。そうなれば側近の貴族の中で、年齢が相応な令嬢が選ばれるだろう。ゼレノイ家は今、側近の一人として手腕を発揮していると聞いている。――今、帰国すれば、その花嫁候補に選ばれるのではないのか？」

　レナルドの言葉に、オーランドとソフィアの顔色に活気が帯びてくる。

「それは真か？　レナルド？　父のお考えにあると？」

「嘘か真か、腹を見せ合ってこい。オーランド、お前もいい加減大人で、この国の王子だろう！　ソフィア様を本気で想っているのなら、どうしたら最善の方法で彼女と結ばれるのか、俺の手を借りずに自分で模索しろ！」

「――わかった。確かに今まで僕は父を避けていた。特にソーニャを愛するようになってから。父は絶対に賛成などしない、と。反対に回り邪魔をするだろうと。本気でソーニャを想っているなら、避けるべきでなかった」

　そう言うとオーランドは、レナルドの手を握りしめる。

「すまない、ずっと父と僕の間を取り持ってくれて、感謝する」

「何にせよ、元婚約者のセレーナにはことの経緯を伝えてやってほしい。誠意の問題だ」

「ああ……。きっと、約束する」

「でないと、俺の花嫁になる決意ができないそうだ」

「えっ……？　そうか……なるべく早く手紙を出すよ」

　オーランドが驚いた様子で何度も頷いている。

「頼むぞ。君が筆無精なのは知っているが、友の結婚の危機だからな。出さなかったら友を止める」

「必ず出すから……！　今度こそ、必ず」

　焦っている声が、セレーナの耳にもはっきりと聞こえてくる。

（花嫁になる決意ができないって……確かにこだわっていたけど……）

　口に出されると恥ずかしい。

　もう行け、とレナルドに促されてオーランド達は静かに夜の闇の中へ消えていった。

「もういいぞ」

　レナルドの笑いを堪えた声がセレーナの頭上に落ちてきて、ゆっくりと腰を上げた。

「ここに私がいることを知っていてかばってくださったのはありがたいです……。ありがとうございます」

　淑女らしからぬ覗き見をしてしまったことに、セレーナは顔を熱くする。

「いや、どのみちオーランドとは話をしなければと思っていたからな。いいタイミングだったよ」

「……先に王都へ向かったのは、陛下とお話をするためでしたのね？」

「ああ、貴女への手紙を勝手に開封してしまって、あの手紙で、もう陛下に黙っているわけにはいかないとわかって、急を要した。貴女には悪いが助かった、まったく気づかずに過ごすところだった」

「いいえ、驚きましたけれど。それで事がいい方に向かってくれれば文句の言いようもありません」

「……そう思うか？」

「はい。レナルド様は、そう思わないのですか？」

　セレーナは、すぐ傍にいるレナルドを見上げる。

　意味深に微笑まれて、意図がわからず首を傾げた。

「俺達の関係も、もっと上手く行くと捉えていいのかな？」

　それを言いたかったのか。

　セレーナは視線を落とすと、静かに口を開いた。

「オーランド様との婚約破棄の件……裏の事情を知ることができました。あのお方は、本当にあの女性を愛してしまったのですね。それを知ってレナルド様は、いずれ起こるかもしれない諍いに私が巻き込まれないようにとオーランド様に虚言を並べた……。『セレーナを愛している』と。オーランド様から遠ざけるにはその方がいいと思ったのですね。……もともと、私を愛しているわけではなくて……」

　言葉が続かなくなり、セレーナは大きく息を吐き出す。

　涙が溢れそうになる。唇が震えてまともな言葉が出そうにない。

　ただ、何も知らず、気づかず彼の花嫁になって、結婚生活を送っても愛されてない。オーランドとソフィアの逢い引きの隠れ蓑になる自分があまりにも哀れと思ったから。

「俺がオーランドから貴女を奪ったのは同情からだ、と思ったのか？」

「だ、だって……！　どう考えてもそうとしか思えない……！」

　とうとう涙が零れて頬を伝う。惨めに思えてセレーナはレナルドの前から逃げ出したくなり、踵を返そうとしたら――肩を掴まれた。

　そのまま強引に彼に抱き締められた。

「――それは違うぞ！　決して同情からではない！　セレーナに哀しい結婚生活を送ってほしくなかった。ずっと貴女を想っていたから……！」

「う、嘘おっしゃらないで！　だって、だって……私と貴女が初めて会ったのは、オーランド様が王城へお帰りになった六年ほど前で……！　その前から私とオーランド様は、ずっと婚約を結んでおりました！　そんな私に横恋慕など……！」

「実際にそうなのだから仕方ない。貴女がオーランド宛に送ってくる手紙を読んでいつも憧れていた。……あんなに愛情溢れた手紙を頻繁に送ってくる貴女に。なのに、いつも適当に読み流して返事もろくに書かないオーランドを咎める俺に『なら、君が返事を書いてくれ』と平然と代筆を頼んできて、腹立たしいと思いながらも貴女を想って書く手紙はいつも楽しかった。……嫉妬したよ、オーランドに。『こうして書いていても、セレーナ嬢はオーランドだと思って頬を染めて読んでいるのだろう。そして嬉々として彼宛に手紙を書くのだろう』と。書いているのは俺なのに。こうして四季折々の花を描き同封して……。初めて貴女に会った時も『やはり、想像した通りの人』だと嬉しく思った。抱き締めてキスしたいとも思ったよ。しかし、貴女は友であるオーランドの婚約者。彼を裏切ることはできない、自分ができるのは貴女の幸せを祈ることしかない。――そう耐えてきた。それなのに、オーランドは貴女を裏切った……許せないと思った。どうにか危険な恋を止めさせようと思った。『なら、君がセレーナを娶ってくれ』とまるで代筆でも頼むように言うから――剣を抜いたのだ」

「それが、決闘騒ぎの真相なのね……」

「案外血が上りやすい男で失望したかい？」

「いいえ」とセレーナはレナルドの胸の中で頭を振り、自ら彼の背中に腕を回す。

「彼――オーランド様が私と会っても心あらずだったことも、あまり会いたがらなくなっていたことも気づいていたのに『幼い頃からの婚約者』という間柄に胡座をかいていたのは私……。きっと結婚が近いから、それでお忙しいのねといい方にとって、彼が他の女性に本気になっていたなんて思ってもみなかった。思えば、何か言いたげなお顔をしていたのに私が結婚に浮かれていたから何も言えなかったのだわ、オーランド様は」

「……貴女は優しい」

「でも、鈍いわ。オーランド様が他の女性に恋をしていたこともまったく気づかなかったし、貴方が私を愛してくれていたことも気づかなかったし――フォートリエから送られてくる手紙は貴方からで、私は知らず貴方と手紙のやりとりをして意思を通わせていたのだわ。それに今更気づいたのですもの。――それも乳母に渡した絵を見てよ？　自分の鈍さに嫌気が差してきそうよ」

「貴女と会う時は極力恋心を隠していたからね。名役者だろう？」

「ベテランの域すぎて腹が立つわ」

　笑い合い、それからレナルドがゆっくりと離れる。

　彼女の手を優しく握ったままで。

「セレーナ・バルティア嬢。貴女が俺の花嫁になってくれることを望む」

「はい。レナルド・フォートリエ様の花嫁になります」

　引き寄せられるように近づくと、唇が重なり合った。

　譲られた花嫁ではなく、望まれて花嫁になるのだ――とセレーナの目から今度は喜びの涙が溢れた。










第五章

重なった想い











　王都のフォートリエの屋敷に戻る。

　明け方まで催される舞踏会。こんな夜更けに戻ってくるなんて今までなかったのに何か起きたのかと、いつも付き添っているカリスタは緊張の面もちでレナルドとセレーナを出迎えた。

　だが、二人の様子は緊張とは違う雰囲気だ。

　頬を染めて見つめ合って――まるで熱愛している恋人同士のように視線が絡み合っている。

　カリスタは、これまたいつも付き添っている騎士のジャックに視線を向けると、彼は片目を瞑りながらニヤリ、と笑った。

（ああ……）

　そのやりとりだけで、カリスタは十分に理解できた。

　明日は昼食までいなくなりそうだ、いや、摘めるように軽食を用意しようか？　と嬉しいながらも頭を悩ませた。







「部屋は別々にしたが……」

「どちらの部屋でもいいわ」

　短い会話だけしてレナルドに当てた部屋に入ると、あとはなし崩し。

　レナルドからたくさんの口づけを受け、ドレスを解かれていく。

「ぁ、あ、ま、まっ……て、待って……ください」

　寝台より遠い場所で脱がされてセレーナは羞恥にレナルドの手を押し戻すも、より強い力で戻されてしまう。

「待てない」

　レナルドの手は華やかに結わかれた髪を解いてく。

　使用していた宝石が填められたピンや、ネットが無造作に床に落とされてセレーナの緩やかに波打つ髪が肩や背中を纏う。

「――ドレスが邪魔だ」

　無理矢理肩まで下ろされたドレスを、さらに下ろそうと躍起になっているレナルドをセレーナは止める。

「後ろから……お願い」

　と、セレーナはおずおずと後ろを向く。

　意外と不器用な面を補佐するように、そっと彼の手を後ろ釦に導いた。

　レナルドは彼女の導きに素直に応じ、釦を外していく。

　ふいに首筋に彼の息が当たる。

「あ……」

　たかがそれだけなのに、セレーナは敏感に感じてしまった。

　いつもより荒くて、それでいて熱い息に、これから起きようとする濡れ事が現実味を帯びてくる。

　レナルドの手がセレーナのドレスを脱がせながら、唇は白くて嫋やかな首筋を啄み始める。

　舌がねっとりと肌を這う。時々鈍い痛みを感じるのは彼が印をつけているからだ。

　そのたびにセレーナは小さく震えた。

　コルセットも緩められ、できた隙間からレナルドの手が挿し入れられる。

「ぁあっ……」

　反射的に屈もうとしたセレーナを「駄目だ」と止めるよう後ろから抱き締められる。

　コルセットは外されて、代わりにレナルドの大きな手のひらがセレーナの胸を包んだ。

　まるで壊れ物でも触れるように撫で、剥き出しになった肩にも口づけを落としていく。

「貴女の身体はどこもかしこも瑞々しい……。まるで芽吹いたばかりの萌葉のようだ」

「そんな……私がまるで、小さな子供のような……ことをおっしゃって」

「――そうだな。貴女の身体は、もう子供のそれではないな」

　溢れるような丸い乳房をやんわりとすくっていた彼の手が、味わうように揉みしだきだす。

「あ……ぁああん」

　次第に力が籠められ、同じようにセレーナの首筋や肩を這っていた唇も激しくなっていく。

　胸を包む手が熱い。自分の胸も彼の熱に同調するように熱くなっていく。

　胸の頂が彼の手のひらに擦られてヒリヒリと疼く。

「あぁ……ぁ、あの……レナルド、様……っ」

　セレーナ自身、自分の肉体の変化にどうしていいのかわからず、もがく。

「痛むか？」

　後ろから問われ、彼の声音に下半身のあたりが疼いた。

　今まで聞いたどの声よりも低く、獣性を帯びていたからだ。

　野生の獣に噛みつかれている――そんな錯覚にもセレーナは恐怖も感じず、ますます蕩けていく。

「痛みはあ、ありません……けれど、自分自身でもよ、よくわからない感覚が……あぁ……っ」

　決して痛みでもがいているわけではないと知り、レナルドの手はますます蠢き、セレーナの胸の頂を指で擦り始める。

「ぁあっ……っ！　ぅん……っ」

　頂から甘いような、むず痒いような快感が身体を走り抜ける。

「擦ってやるとセレーナのここが硬くなって……熱い」

「い、言わないでください……きゃっ！」

「言わなきゃいいのだね」

　レナルド指がセレーナの乳首を擦り、摘み、楽しそうに弄ぶ。

「……っあ、ぁあ……ん、あ、ああ、そ、そんな……っ、あ」

　それ以上弄らないでと悪戯な彼の手を押さえるが、初めての感覚に戸惑うセレーナの拒否は弱々しい。

　それにしきりと背中や肩、首筋に愛撫を受け、そこから心地よい感覚が与えられてしまって『逃げる』という選択肢が思い浮かばない。

「あ……ぁあ……レ、レナルド様……わ、私……」

　足が生まれたての子鹿のように震える。もう自分自身の力では立っていられない。

　レナルドの唇がセレーナの後ろを責める。あちらこちらに甘い痛みを残して、そのたびに身体が歓喜に震える。

　それだけならまだしも、彼の手や指は後ろから抱え込むようにセレーナの胸を揉みしだき、小さな頂を弄るのだからどうしていいのかわからない。

　白い肌を紅潮させ、セレーナはもがきながら目を潤ませる。

　ガクガク、と足が大きく震えだしたところで、レナルドの戯れが止まりホッとする。

　けれど、それは束の間だった。

　レナルドがセレーナを軽々と抱き上げ、そのまま寝台へ下ろしたのだ。

　突然の動作に一瞬、ぼぅっとしたセレーナだったが、自分の醜態を見て慌てて腕で胸を隠す。

　今まで後ろからの愛撫だったが、今度は彼と向かい合った形だ。

　辛うじて下を隠すドロワーズを穿いているのみ。

　レナルドはセレーナが恥じらっている様子を寝台のすぐ横で、己の服を脱ぎながら見下ろしている。

　レナルドの灰色の瞳は、先ほど聞いた獣性の声そのままを宿しているような光を放っている。

「今宵、貴女を俺のものにするよ。――かまわないね？」

　そう問われる。

　セレーナだって、そのつもりだ。

　フォートリエに行って過ごして、彼の人となりをずっと見てきた。

　彼が自分を愛し、大事にしてくれることも交流して知った。

　落ち着き、冷静な態度の裏にある情熱も知った。

（そして……私も知ったのよ。オーランド様への想いは『恋』とは違ったということを）

『恋』とも違う。ましてや『愛』とも違う。

　ただ結婚への『憧れ』だったのだと。

「今夜――貴方のものになります」

　セレーナは恥じらいに頬を染めつつも、レナルドに決意を口にした。

「セレーナ」

　レナルドが囁く。名を呼んだ最後の方はかすれた声で、ひどく艶めかしく聞こえた。

　覆い被さってきたレナルドを、セレーナは受け入れる。

　躍動する筋肉と熱い体躯。

　それにセレーナはホッとすると同時、これからやってくる快感に知らず身体が震える。

「最初はきついかもしれないが……」

「平気です」

　そう答えたが、やはり声が震えていた。

「――怖い、と思わなくなるほど夢中にさせてやりたい、セレーナを」

　レナルドはそう言ってセレーナが安心するような笑みを見せると、口づけをした。

　最初は彼にされるがままだったが、セレーナの方からも唇を押しつける。

　舌を絡め、互いの吐き出す息を吸いつく勢いで繰り返す。

　レナルドの手がセレーナの身体を擦り、肌触りを確かめるようあちこちを撫でる。

　その動きは速く、強くなっていき、時々荒々しい。

「ぁあ……っ」

　たまに息継ぎをするよう唇が外れ、そのたびにセレーナは溺れたような声を上げた。

　それから――レナルドの唇は彼女の顎へ落ちていき、喉元へ、それから鎖骨へ――と下へどんどん下っていく。

　胸の谷間に彼の顔が埋まると下からすくうように揉みしだかれ、頂に濡れた感触と甘い痺れがセレーナの口から甘い声を上げさせる。

　胸の先に与えられたジンジンと痛痒い感覚に我慢ができない。セレーナは声を堪えることができず、嬌声を上げ続けて身体を揺らす。

「知らなかった……貴女はとても感じやすいのだね」

　うっとりとしたレナルドの言葉に、セレーナは恥ずかしくてただ首を横に振る。

　そうしているうちにレナルドは胸にも赤い印をつけていく。

　セレーナの白く柔らかな肌に唇を押し当て強く吸い上げて、痛くも甘い証をつけていくのだ。

　ドロワーズを下ろされて、下腹まで彼の唇が進む。

「――ぁ、レナルド様、それ以上は……」

　それ以上、下に進んでいったら股の奥にある秘部まで見られてしまう。

　セレーナは身体を起こし、後ろへ下がろうとしたがレナルドは許さなかった。

　腰をがっしりと掴まれ、セレーナの最も恥ずかしい場所に顔を近づけていく。

「……っ!?　レ、レナルド様……！　い、いけません……っ！」

　足をばたつかせても結局、彼の力の強さには敵わない。

　恥ずかしくも股を開かされて、その間にレナルドの顔が埋まる。

　その光景の淫猥さにセレーナは固まり、震えた。

「は、恥ずかしいの……っ！　や――っ!?」

　拒絶して震えるセレーナだったが、あわいに濡れた何かが触れた時、どくん、と大きく心臓が跳ね、身体が反応する。

　濡れた何かはレナルドの舌だ。

　彼の舌が股の奥に潜む秘部を舐め、擦り上げている。

　秘部に咲く花弁を舌先で押し開き、一枚一枚丁寧に舐め上げていって、その舌先の感覚にいちいち感じて身体が戦慄く。

　その刺激はたまらなく甘くて逃がしようがなくて――畳みかけてきて意味もなく何度も身体が跳ねてしまう。

「ふぁ……っあ！　ぁあああっん！　そ、そんなこと、しては……っ」

　信じられない光景に衝撃を受けてさらに自分の足のあわいに彼が埋まり、そこを愛撫されている――卒倒しそうな場面なのに、セレーナは快感と共に受け入れている。

「そんなこと、なんて。もっととんでもないことを、これからしようというのに」

　悪戯めいた彼の含み笑いにセレーナは怒れず、それどころかゾクゾクと感じてしまう。

　レナルドの声は蠱惑的にセレーナの耳に届き、魅了されていたから。

　瞬間、触手のように蠢いていた彼の舌が花弁をすっとなぞり上げて、先にある花心とも言える小さな突起を突きだした。

「――ぁあん！」

　今まで以上の刺激に、セレーナはよりいっそう甘い声を上げた。

　身体の奥を駆け抜ける衝撃――これまでに味わったことのない強烈な快感に目眩が起きる。

「あっ、あ、あっ、や、やっ、それ、だ、駄目……っ」

　おかしくなる――。

　ぶつ、ぶつ、と時々、意識が遠のくほどの快感。

　逃そうとセレーナは必死に敷布を握りしめる。

　それでも逃すことができず、強烈すぎる快感は身体の内に溜まっていく。

　溜まった快感は熱になって、特に下腹や下肢の奥に集中してヒクヒクと痙攣しているように思えた。

　それに痙攣している蜜口あたりから、しとどに溢れて内股を濡らしているのもわかる。

　息も絶え絶えになりながら、セレーナはその快感に身を委ねた。

「……ぁ、ぁあ……ん、も、もう……っ！」

　身体の奥に溜まっていた熱が弾けた。その瞬間、セレーナの息が止まり全身が硬直する。

　その時間はほんのわずかで、それから震えだし、セレーナは自分の身体に起きた異変に怯えながらも受け入れた。

　熱が弾けた後の自分の身体は、まるで全速力で走ったように息が荒い。

　懸命に息を整えるセレーナの唇にレナルドが口づけを落とし、それから顔を上げる。

「これから貴女の中に入る。これ以上進んだら嫌がっても止められないだろう」

　止めるなら今のうち、と言いたいのだろう。

「私を自分のものにする、という宣言をしたばかりではありませんか？」

　セレーナは彼の決断を促すようにその首に腕を絡め、肩に顔を埋めた。

「セレーナ」

　レナルドがセレーナの名を呼ぶと、再び彼女の身体を割り開く。

　腰で内股を押し開くと、先ほどまで丹念に愛でたセレーナの秘所に熱く滾るそれをあてがった。

　硬く屹立したそれが、セレーナの蕩けた蜜壷をえぐるように入ってくる。

　鈍痛にセレーナは顔をしかめる。

「俺の背中をしっかり抱いて」

　レナルドが熱い吐息を漏らしながら、かすれた声で囁く。

「は……い」

　今、こじ開けるように自分の中に入ってくる灼熱の屹立は、彼のものだ。

　ゆっくり、労るように入ってきても、彼の猛々しさが如実に伝わりセレーナは恐怖に息を呑む。

　――壊れてしまう？

　どうか壊れないで、とセレーナは祈り、ひたすら腕を彼の背中に巻き付け耐える。

「もう少し……耐えてくれ、セレーナ」

　痛みを耐えるのに掻いた汗が、彼女の顔にかかる髪を濡らしている。

　呻くようにレナルドはセレーナの名を呼び、髪を避けて頬や額に口づけを落とし、痛いくらいに誇張し杭となった己を隘路に進めていく。

「あ――ぁあ、ん」

　息を止めるように堪えていたセレーナが一瞬、息を吐き出したその時を狙っていたかのように、レナルドの熱杭が一気に奥へと貫いてきた。

「――ぁあっ……!!」

　隘路を穿ち、身体の一番奥深い場所まで挿る。鋭い痛みに気を失いかけた。

　視界が真っ白になり、このまま目を閉じたくなるのを必死に耐える。

　痛い――けれど、それ以上に嬉しかったから。

「セレーナ、ようやく俺達は一つになった」

「ええ……わかる。わかるわ……」

　彼が自分の中にいる。どうしてか涙が溢れてくる。

「すまない、痛むだろう」

　レナルドの唇が、セレーナの金色の睫にかかる露を労るように拭ってくれる。

「いいえ、違うの……ぅうん……確かに痛むのだけれど……それ以上に嬉しいの」

「俺も嬉しいよ。ようやく貴女と身も心を通わせることができた」

　セレーナの言葉に、レナルドは応えるように腕に力が籠めた。

「……もう少し、辛抱できるか？」

「はい」とセレーナが答えると、彼女の中にいる彼のものがぴくん、と動く。

　ますます膨張した彼の熱杭がゆっくりと前後する。

　繰り返すうちにヒリヒリとした痛みはあるが、強い刺激はなくなっていく。

「は……ぁあ、あ……」

　何度も繰り返す彼の楔の抽挿に、セレーナの身体はまた快感を拾い始める。

　無理に隘路に挿入された音とは違った、卑猥な水音が聞こえてくる。

　セレーナの唇から、漏れ始めた悦楽に喘ぐ声音と重なって、再び淫靡な環境へと変化を遂げる。

「貴女の中は甘い……。そして漏れる声も甘い。たまらない」

　彼はそう言って、激しく奥へ穿った。

「ぁあああ……っん！」

　喘ぐ声に呼応するように、結合の場所から粘着した水音が聞こえる。

　ムズムズとした快楽の芽が生まれてきて、セレーナはあまりに早い自分の身体の変化が恐ろしくて必死にレナルドにしがみつく。

「わ、私……もう、貴方を感じて……こんな恥ずかしい身体で……」

「――いいんだ。もっと感じて乱れてほしい」

　セレーナの言葉に彼は奮起したのか、いっそうに勢いを増して腰を叩きつける。

　熱い吐息を漏らし、汗を滴らせて、彼の肉体が躍動する。

　激しい抽挿にセレーナの腰が跳ね、金の髪が激しく揺れた。

「はぁ、ああ……っ！　あああっ！　……ぃ、いやぁ……ん、んん……！」

　彼の激しさに悲鳴を上げたのに、漏れる声音はどうしてか甘くて「もっと欲しい」とねだっているようにも聞こえる。

　――いったい、私はどうなってしまったの？

　レナルドはそんな自分の声に応えるように、腰を叩きつけセレーナを快感へ導こうとする。

「セレ……ナ……」

「レナルド……」

　彼を呼ぶ声が切なくて甘い――。

　呼び合った瞬間、セレーナの中でレナルド自身が激しく脈動し、彼女の中に熱いものが注がれた――。










第六章

望まれた花嫁











　陽光の強さから地上や人を守るように山肌が緑に包まれ濃い色を広げてきたら、フォートリエにも夏が到来する。

　山の麓のせいか、王都やその周辺に比べたら断然に過ごしやすい。

　朝露が日ざしに溶け、なくなった時間――フォートリエ辺境伯レナルドとバルティア侯爵令嬢セレーナの挙式が執り行われた。

　シルクとレースで仕立て上げられたハイネックのウェディングドレスに、たっぷりと長さをとったベールに包まれた花嫁であるセレーナを見て、招待客達は頬を染めて彼女の初々しさに感嘆の息を吐いた。

　そして花嫁が恥じらいながら差し出された手を取る相手――レナルド。

　彼の姿もまた注目の的だった。

　クリーム色のジュストコールには金糸の刺繍が施されており、太陽の光にあたると彼の容姿の良さも相まって輝くようだ。

　フォートリエ城に設置されている祈祷所で厳かに式は終了した。

　途中「あれがオーランド王子から譲られた花嫁」と悪意を籠めた言葉を囁く輩がいた。

　本人は小さな声で友人達と話していたつもりでいたのだろう。

　一斉に非難めいた眼差しを受け、友人からも注意を受けていたが「本当のことだろう」と反省もせず言い返す始末。

　そこへ招待客一人一人に挨拶に回っていたフォートリエ伯と、妻となったセレーナがやってきた。

　彼の呟きが聞こえていたのだろう。

　レナルドが灰色の瞳を細め、言う。

「それは間違った情報だ。――俺は妻を花嫁にと望んだのだ。オーランド王子の婚約者だということでいったんは諦めていたが、諦めきれず……こうして俺の花嫁となってくれた。オーランド王子にも妻にも感謝しているよ。俺の望みを叶えてくれたのだから」

　レナルドの言葉はのろけに聞こえるほど甘いのに、彼を射抜く瞳は先の鋭い槍のようだ。

　その瞳の迫力に気圧されただけではなく、この国の権力者の一人であるオーランド王子の名を出されては、言い返すことなどできない。

　その輩は、挨拶もそこそこに、身を縮こませて去っていった。

「怖いこと」

　セレーナが肩を竦めつつ、レナルドを見上げる。

　レナルドは、自分の腕に手を添えるように触れている花嫁を不満そうに見下ろした。

　どうしてそんな表情を？　とセレーナは眉を寄せ訝しがる。

「今の男は貴女に横恋慕していたのだ。それを俺がさらっていったので腹がたったのだろうよ」

「初めて聞いたけれど……？」

「あの視線は絶対にそうだ。貴女を見つめる瞳は熱っぽかった」

「憶測なのね？　いやねぇ」

　レナルドの意外な嫉妬に、セレーナは笑いを堪える。

　そんなセレーナにレナルドはちょっと不満そうだ。

「貴女は今まで元婚約者に夢中だったからわかっていないだろうが、自分がどれだけ魅力に溢れているか気づくべきだ。でないと、いざというとき無防備に愛を囁かれてしまうだろう」

「心配性ね」

　セレーナは手を彼の腕に絡ませると、強く引き寄せ言った。

「私の目に貴方以外、魅力的に映る人がいるかしら？」

「――いないな」

「でしょ？」

　二人、同時に笑いだす。

　幸せだ。

　思いがけない婚約解消でフォートリエに向かい、その道程の中で、あれほど怒りと哀しみと不安が入り交じっていたのに。

　そのすべてが嘘のように綺麗に消え去った。

　レナルドでないと、ここまで幸せを感じることができなかっただろう。

　彼がセレーナを深く想い、その心を大切にしてくれたからだ。

　フォートリエに慣れるまで、オーランドへの想いを消化するまで、愛してくれるまで――。

　セレーナは今一度、大切な言葉をレナルドに告げる。

「愛してるわ、大切な旦那様」

　レナルドは一瞬、驚いた表情を見せたがすぐに破顔して、初々しい花嫁の頬に口づけをした。

「俺も愛してる――永遠に」

　と。








了












※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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